
教育委員会（第８回）定例会 

令和６年８月２８日（水）

１５：００～

次 第 

１ 開会

２ 議案

第２９号議案 令和６年度教育費９月補正予算（第３号）に係る意見の申出について

第３０号議案 久留米市社会教育委員の委嘱の臨時代理について

第３１号議案 久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱の臨時代理

について

第３２号議案 久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又は委嘱の臨

時代理について

第３３号議案 久留米市立図書館協議会委員の任命の臨時代理について

第３４号議案 えーるピア久留米 ZEB 化改修工事請負契約締結に係る意見の申出の

臨時代理について

第３５号議案 えーるピア久留米 ZEB 化改修電気設備工事請負契約締結に係る意見

の申出の臨時代理について

第３６号議案 えーるピア久留米 ZEB 化改修機械設備工事請負契約締結に係る意見

の申出の臨時代理について

第３７号議案 久留米市体育施設（三潴・城島地域）指定管理者候補者選定委員会委

員の任命又は委嘱の臨時代理について 非公開

第３８号議案 久留米市野中生涯学習センター指定管理者候補者選定委員会委員の

任命又は委嘱の臨時代理について 非公開

  ３ 協議事項

（１）久留米市におけるコミュニティ・スクールの取組について

  ４ 報告事項

（１）教育委員会後援事業等に関する報告

（２）久留米市立小学校の小規模化への対応について 一部別冊

（３）令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について

（４）令和５年度小中学校英語教育充実事業の取組について

（５）学校給食のあり方及び給食費に関する検討状況について



 
  ５ その他 

 
  ６ 今後のスケジュール 

 
７ 閉会 



議案２９－１ 

第 ２ ９ 号 議 案  

 

令 和 ６ 年 度 教 育 費 ９ 月 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） に 係 る 意 見 の 申

出 に つ い て  

 

上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日  

教 育 長  井  上  謙  介  

 

提 案 理 由  

 令 和 ６ 年 度 教 育 費 ９ 月 補 正 予 算（ 第 ３ 号 ）に つ い て 、地 方 教 育 行 政

の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律（ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 １ ６ ２ 号 ）第 ２ ９ 条

の 規 定 に 基 づ き 、 市 長 か ら 意 見 を 求 め ら れ た も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



議案２９－２ 

 

令 和 ６ 年 度 教 育 費 ９ 月 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） に 係 る 意 見 の 申

出 に つ い て  

 

 令 和 ６ 年 度 教 育 費 ９ 月 補 正 予 算（ 第 ３ 号 ）に つ い て 、別 紙 の と お り

市 議 会 に 提 出 す る こ と に 同 意 す る 。  
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令和６年度 久留米商業高等学校 ＤＸ加速化推進事業（ＤＸハイスクール）について 

（１）事業の目的

（２）目的を達成するための方針

（３）事業の数値目標

（４）目標を達成するために令和６年度に取り組む事業内容

【その１】久商生デジタルスキルアップ事業 

① デジタル分野への興味・関心を高めるプログラミング教育の更なる充実

☞ プログラミング制御の学習（ドローン＊4、学習用ロボット＊5）の導入

☞ 情報システム開発(アプリ開発)＊6のための高度なプログラミング言語の修得

② デジタルものづくり等の実践・実習型授業の充実

☞ 市場拡大が見込まれる高機能デジタル機器(３Ｄプリンタ、３Ｄスキャナ)の導入

③ 外部専門人材等を活用した特設授業の実施

☞ 専門の大学＊7、専門学校等の外部専門講師等による校内特設授業

☞ 専門の大学＊7の講義を受講する校外研修の実施

☞ 久留米市内のシステム開発企業等の訪問、出前授業等の実施

【その２】教職員デジタルスキルアップ事業 

① 商業科教員を中心とした大学・専門学校＊7での研修

☞ ＤＸの必要性、高機能ＩＣＴ機器の特徴・活用法、デジタル分野の市場動向、デジ

タル人材育成で必要とされる資質・人間性など

② 「情報システム系・データサイエンス系」学部への接続に有効な知識・技能の調査

☞ 大学側が必要としている人材の調査と進路先の拡大及び受験対策

③ 教職員の資格取得推進

☞ 教育ＩＣＴ支援員、教育情報化コーディネーターなど

久留米商業高校の強みである情報教育を活かし、ＤＸを推進する人材を育成する 

① 国家資格情報処理技術者＊1資格取得者数を令和 10 年度までに令和５年度の 25％増

を目指す 

☞ 令和５年度合格者延べ 47 名 ⇒ 令和 10 年度合格者延べ 60 名（25％増）

② 情報・工学系の大学進学者数＊2を令和 10 年度までに卒業者数の 20％まで高める

☞ 令和５年度卒業者数の約 10％（23 名）⇒ 令和 10 年度同約 20％（50 名）＊3

② デジタルモノづくり等高機能ＩＣＴ機器を活用した体験授業

☞ 体験授業を通じた入学前から卒業後のＤＸ推進意識を向上

※予算に関する部分のみ抜粋

議案２９－資料2



事業費（概算） 

（１）高機能 ICT 機器等の選定・導入

【設備備品及び関連経費】8,500,000 円 

「３D プリンタ・スキャナ」 

種 別 （参考）メーカー・製品名 単価 数量 金額 

３D プリンタ Creality 社  K1C FDM \90,000 10 \900,000 

３D スキャナ REVOPOINT 社  POP3 \130,000 5 \650,000 

高性能 PC Mouse 社 DAIV FX-I7N2A \350,000 10 \3,500,000 

Corei7-14G,32GB,GPU NVIDIA RTX A2000 

Creality 社  K1C FDM REVOPOINT 社  POP3 Mouse 社 DAIV FX-I7N2A 

「ドローン」 

ﾄﾞﾛｰﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教材 株式会社大塚商会 パック 10 ￥594,000 2 \1,188,000 

ﾄﾞﾛｰﾝ本体 10 機，追加バッテリー，充電器,テキスト・指導書一式

議案２９－資料3



「学習用ロボット」 

ﾛﾎﾞｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教材 レゴ ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ SPIKE ﾌﾟﾗｲﾑｾｯﾄ \117,700 10 \1,177,000 

ﾛﾎﾞｯﾄではじめる深層学習 TensorFlow×自動走行×SPIKE ﾌﾟﾗｲﾑｾｯﾄ 

同・教師用教材 レゴ AI・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ入門教師用 \481,000 2 \962,000 

セット A  

 

「その他付随費用」 

設置棚・保管庫等  - \123,000 

計 \8,500,000 

（２）教育課程の研究・大学訪問 

【旅費】220,000 円 

「教育課程の研究・大学訪問」 

種 別    金額 

委員会・大学訪問費用 交通費・宿泊費等   \220,000 

 (候補) 九州工業大学・長崎県立大学・佐賀大学・熊本大学・長崎大学など 

（３）専門人材による研修・特設授業等 

【諸謝金】500,000 円 【旅費】 780,000 円 

「専門人材による研修等」 

種 別  単価 数量 金額 

職員対象研修会 講師謝金 \50,000 5 \250,000 

生徒対象特設授業 講師謝金 \50,000 5 \250,000 

 プログラミング教育，AI・データサイエンス等 

大学訪問特別講義 交通費（貸切バス代金等） \130,000 6 \780,000 

議案２９－資料4



議案３０－１ 

第３０号議案 

 

久留米市社会教育委員の委嘱の臨時代理について 

 

上記の議案を提出する。 

令和６年８月２８日 

教育長 井  上  謙  介  

 

提案理由 

久 留 米 市 社 会 教 育 委 員 の 辞 任 に 伴 い 、 後 任 の 委 員 を 委 嘱 し よ う と す

るものであるが、久留米市教育委員会教育長に対する事務委任規則（昭

和３９年久留米市教育委員会規則第１２号）第３条の規定に基づき、教

育長により臨時に代理したので報告し、承認を求めるものである。 



議案３０－２ 

久留米市社会教育委員の委嘱の臨時代理について 

 

久 留 米 市 社 会 教 育 委 員 の 委 嘱 に つ い て 、 別 紙 の と お り 教 育 長 に よ り

臨時に代理したので報告し、承認を求める。 



議案３０－３ 

久留米市社会教育委員の委嘱について 

 

久 留 米 市 社 会 教 育 委 員 条 例 （ 昭 和 ３ ６ 年 久 留 米 市 条 例 第 １ １ 号 ） 第

３条の規定により、下記の者を久留米市社会教育委員に委嘱する。 

 

記  

 

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

学 校 教 育

関係者 
吉田
よ し だ

 寿代
ひ さ よ

 久留米市小学校長会 
令和 6 年 7 月 1 日  

から 

令和 6 年 11 月 30 日  

まで 

社 会 教 育

関係者 

田中
た な か

 幹雄
み き お

 
久 留 米 市 校 区 ま ち づ

くり連絡協議会 

左村
さ む ら

 継
つ ぐ

美
み

 
久 留 米 市 小 ・ 中 学 校

ＰＴＡ連合協議会 





議案３０－資料１ 

久留米市社会教育委員新旧対照表 

※は、新任委員

区 分 

旧名簿 新名簿（R6.7.1～） 

氏  名 所   属 氏  名 所   属 

学校教育関係者 岡
おか

 佐
さ

智代
ち よ

 久留米市小学校長会 ※吉田
よ し だ

 寿代
ひ さ よ

 久留米市小学校長会 

社会教育関係者 緒方
お が た

 浩一
こういち

 
久留米市校区まちづ

くり連絡協議会 ※田中
た な か

 幹雄
み き お

 
久留米市校区まちづく

り連絡協議会 

髙宮
たかみや

 隆二
りゅうじ

 
久留米市子ども会 

連合会 髙宮
たかみや

 隆二
りゅうじ

 
久留米市子ども会 

連合会 

永松
ながまつ

 千枝
ち え

 
久留米市女性の会 

婦人会連絡協議会 永松
ながまつ

 千枝
ち え

 
久留米市女性の会 

婦人会連絡協議会 

鬼塚
おにつか

 清
きよ

志
し 久留米市小・中学校 

PTA連合協議会 ※左村
さ む ら

 継
つぐ

美
み 久留米市小・中学校 

PTA連合協議会 

野田
の だ

 秀樹
ひ で き

 
久留米市スポーツ協

会 野田
の だ

 秀樹
ひ で き

 久留米市スポーツ協会 

家庭教育関係者 ◎稲
いな

益
ます

 英子
ひ で こ

 
久留米市民生委員 

児童委員協議会 ◎稲
いな

益
ます

 英子
ひ で こ

 
久留米市民生委員 

児童委員協議会 

学識経験者 長野
な が の

 哲
さとし

 久留米市議会 長野
な が の

 哲
さとし

 久留米市議会 

江村
え む ら

 理奈
り な

 久留米大学 江村
え む ら

 理奈
り な

 久留米大学 

成田
な り た

 聖
さとし

 久留米工業大学 成田
な り た

 聖
さとし

 久留米工業大学 



議案３０－資料２ 

○社会教育法（抜粋）

(昭和二十四年六月十日) 

(法律第二百七号) 

（社会教育委員の設置） 

第十五条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 

２ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。 

第十七条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。 

一 社会教育に関する諸計画を立案すること。 

二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べる

こと。 

三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 

（社会教育委員の委嘱の基準等） 

第十八条 社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期その他社会教育委員に関し必要な事

項は、当該地方公共団体の条例で定める。この場合において、社会教育委員の委嘱の基準

については、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 

○久留米市社会教育委員条例（抜粋）

昭和 36 年 4 月 1 日 

久留米市条例第 11 号 

(目的及び設置) 

第 1 条 社会教育法(昭和 24 年法律第 207 号 )第 15 条の規定により、社会教

育委員(以下「委員」という。)を置く。 

(定数) 

第 2 条 委員の定数は、10 人以内とする。 

(委員) 

第 3 条 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する

活動を行う者並びに学識経験のある者の中から、教育委員会が委嘱する。 

２ 委員の任期は、2 年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 



議案３１－１

第３１号議案

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱

の臨時代理について 

上記の議案を提出する。

令和６年８月２８日

教育長 井  上 謙 介

提案理由

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 委 員 の 辞 任 に 伴 い 、 後 任 の 委

員を任命し、又は委嘱しようとするものであるが、久留米市教育委員会

教育長に対する事務委任規則（昭和３９年久留米市教育委員会規則第１

２号）第３条の規定に基づき、教育長により臨時に代理したので報告し

、承認を求めるものである。 



議案３１－２ 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱の

臨時代理について 

 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱について、

別紙のとおり教育長により臨時に代理したので報告し、承認を求める。 



議案３１－３ 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委嘱に

ついて 

 

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ３ 年 久 留 米 市 教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市生涯学

習センター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。 

 

記  

 

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

(2) 社 会 教 育

の関係者 

奥田
お く だ

 直美
な お み

 
久 留 米 市 小 ・ 中 学 校 Ｐ Ｔ

Ａ連合協議会 

令和 6 年 7 月 1 日

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで 

西村
に し む ら

 理
り

恵
え

 
久 留 米 市 小 ・ 中 学 校 Ｐ Ｔ

Ａ連合協議会 

深川
ふ か が わ

 剛
つよし

 
社会福祉法人 

久留米市社会福祉協議会 

川波
か わ な み

 由
よ し

臣
お み

 
福岡県教育庁 

北筑後教育事務所 

(3) 学 校 教 育

の関係者 
田中
た な か

 雅
ま さ

信
の ぶ

 久留米市中学校長会 



議案３１－４ 

久留米市野中生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委

嘱について 

 

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ３ 年 久 留 米 市 教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市野中生

涯学習センター運営委員会委員に任命する。 

 

記  

 

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

(3) 学 校 教 育

の関係者 
田中
た な か

 雅
まさ

信
のぶ

 久留米市中学校長会 令和 6 年 7 月 1 日

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで 

(5) そ の 他 教

育 委 員 会 が 必

要と認める者 
原
はら

 英
えい

治
じ

 
久留米市 

子ども未来部青少年育成課 



議案３１－５ 

久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会委員の任命又は

委嘱について 

 

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ３ 年 久 留 米 市 教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市田主丸

生涯学習センター運営委員会委員に委嘱する。 

 

記  

 

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

(2) 社 会 教 育

の関係者 

髙
た か

尾
お

 博
ひ ろ

忠
た だ

 
田主丸地域校区まちづく

り振興会連絡会議 
令和 6 年 7 月 1 日

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで 
飯田
い い だ

 隆志
た か し

 
久留米市１ブロック小中

ＰＴＡ協議会 



議案３１－６ 

久留米市北野生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委

嘱について 

 

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ３ 年 久 留 米 市 教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市北野生

涯学習センター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。 

 

記  

 

 

区  分  氏  名  所  属  任   期  

(2)社会教育

の関係者 

田中
た な か

のぞみ 北野中学校父母教師会 

令和 6 年 7 月 1 日

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで 

藤川
ふ じ か わ

 照
て る

美
み

 金島小学校父母教師会 

(3)学校教育

の関係者 

田中
た な か

 雅
ま さ

信
の ぶ

 久留米市立北野中学校 

權
ご ん

藤
ど う

 昭
あ き

雄
お

 久留米市立弓削小学校 



議案３１－７ 

久留米市城島生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委

嘱について 

 

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ３ 年 久 留 米 市 教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市城島生

涯学習センター運営委員会委員に任命する。 

 

記  

 

区   分  氏   名  所   属  任   期  

(3) 学 校 教 育

の関係者 
國
く に

友
と も

 謙
け ん

 城島小中学校長会 

令和 6 年 7 月 1 日

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで 

 



議案３１－８ 

久留米市三潴生涯学習センター運営委員会委員の任命又は委

嘱について 

 

久 留 米 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ３ 年 久 留 米 市 教

育委員会規則第３号）第４条の規定により、下記の者を久留米市三潴生

涯学習センター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。 

 

記  

 

 

区  分  氏  名  所   属  任  期  

(2) 社 会 教 育

の関係者 
松尾
ま つ お

 一
か ず

敏
と し

 
三潴町小中学校父母教師

会連絡会 
令和 6 年 7 月 1 日  

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで (3) 学 校 教 育

の関係者 
新谷
し ん た に

 祥生
よ し お

 久留米市立三潴中学校 



議案３１－資料１ 

久留米市生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表  

 

区 分 
旧名簿 新名簿（R6.7.1～） 

氏 名 所  属 氏 名 所  属 

(1)センター

の利用者 
川島
かわしま

 芳子
よ し こ

 
久留米市生涯学習セン

ター利用者の会 
川島
かわしま

 芳子
よ し こ

 
久留米市生涯学習セン

ター利用者の会 

木下
きのした

 等
ひとし

 
久留米市生涯学習セン

ター利用者の会 
木下
きのした

 等
ひとし

 
久留米市生涯学習セン

ター利用者の会 

(2)社会教育

の関係者 
鳥越
とりごえ

 忠
ただ

廣
ひろ

 
久留米市校区まちづく

り連絡協議会 
鳥越
とりごえ

 忠
ただ

廣
ひろ

 
久留米市校区まちづく

り連絡協議会 

行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

 
久留米市子ども会連合

会 行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

 

久留米市子ども会連合

会 

  江上
え が み

 昭子
あ き こ

 
久留米市女性の会婦人

会連絡協議会 
  江上

え が み

 昭子
あ き こ

 
久留米市女性の会婦人

会連絡協議会 

 家永
いえなが

 涼子
りょうこ

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 
※奥田

お く だ

 直美
な お み

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 

 平田
ひ ら た

 美奈
み な

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 
※西村

にしむら

 理
り

恵
え

 
久留米市小・中学校 

ＰＴＡ連合協議会 

 久我
く が

 敏
とし

博
ひろ

 久留米連合文化会  久我
く が

 敏
とし

博
ひろ

 久留米連合文化会 

吉田
よ し だ

 裕子
ひ ろ こ

 

社会福祉法人 

久留米市社会福祉協議

会 

※深川
ふかがわ

 剛
つよし

 

社会福祉法人 

久留米市社会福祉協議

会 

 笠野
か さ の

 美紀
み き

 
久留米男女平等推進 

ネットワーク  笠野
か さ の

 美紀
み き

 
久留米男女平等推進 

ネットワーク 

庄司
しょうじ

 啓
あきら

 
福岡県教育庁北筑後教

育事務所 
※川波

かわなみ

 由
よし

臣
おみ

 
福岡県教育庁北筑後教

育事務所 

(3)学校教育

の関係者 
九重
ここのえ

 真由美
ま ゆ み

 久留米市小学校長会 九重
ここのえ

 真由美
ま ゆ み

 久留米市小学校長会 

 谷口
たにぐち

 哲也
て つ や

 久留米市中学校長会 ※田中
た な か

 雅
まさ

信
のぶ

 久留米市中学校長会 

(4)学識経験

者 
佐藤
さ と う

 晶二
しょうじ

 久留米市議会 佐藤
さ と う

 晶二
しょうじ

 久留米市議会 

菊竹
きくたけ

 章
しょう

剛
ごう

 
特定非営利活動法人 

久留米音楽協会 菊竹
きくたけ

 章
しょう

剛
ごう

 
特定非営利活動法人 

久留米音楽協会 

(5)その他教

育 委 員 会 が

必 要 と 認 め

る者 

伊
い

﨑
ざき

 より子
こ

 

久留米市男女平等推進

センター利用者連絡協

議会 
伊
い

﨑
ざき

 より子
こ

 

久留米市男女平等推進

センター利用者連絡協

議会 

※は新任委員 

 



議案３１－資料２ 

久留米市野中生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表 

 

区 分 

旧名簿 新名簿（R6.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1) セ ン タ ー

の利用者 齊藤
さいとう

 三和
み わ

 

センター登録団体 

マハロハ（フラダン

ス）  

齊藤
さいとう

 三和
み わ

 

センター登録団体 

マハロハ（フラダン

ス） 

前原
まえはら

 寿代
ひ さ よ

 

センター登録団体 

遊技団ごっこ  ばざ

ぁーる 

前原
まえはら

 寿代
ひ さ よ

 

センター登録団体 

遊技団ごっこ  ばざ

ぁーる 

田中
た な か

 美穂
み ほ

 

センター登録団体 

ちくごチアリーディ

ングクラブ 

田中
た な か

 美穂
み ほ

 

センター登録団体 

ちくごチアリーディ

ングクラブ 

(2) 社 会 教 育

の関係者 行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

 
久留米市子ども会 

連合会 
行徳
ぎょうとく

 淳子
じゅんこ

 
久留米市子ども会 

連合会 

野田
の だ

 秀樹
ひ で き

 
（公財）久留米市 

スポーツ協会 
野田
の だ

 秀樹
ひ で き

 
（公財）久留米市 

スポーツ協会 

(3) 学 校 教 育

の関係者 谷口
たにぐち

 哲也
て つ や

 久留米市中学校長会 ※田中
た な か

 雅
まさ

信
のぶ

 久留米市中学校長会 

(4) 学 識 経 験

者 権藤
ごんどう

 智喜
と も き

 久留米市議会 権藤
ごんどう

 智喜
と も き

 久留米市議会 

藤村
ふじむら

 やよい 
元久留米信愛女学院 

短期大学教授 
藤村
ふじむら

 やよい 
元久留米信愛女学院 

短期大学教授 

(5) そ の 他 教

育委員会が必

要と認める者 
原
はら

 稔
とし

治
はる

 
久留米市子ども未来

部青少年育成課 
※原

はら

 英
えい

治
じ

 
久留米市子ども未来

部青少年育成課 

 ※は新任委員  



議案３１－資料３ 

久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表  

 

区 分 
旧名簿 新名簿（R6.7.1～） 

氏 名 所 属 氏 名 所 属 

(1) セ ン タ

ーの利用者 
澤田
さ わ だ

 幸雄
ゆ き お

 田主丸町文化協会 澤田
さ わ だ

 幸雄
ゆ き お

 田主丸町文化協会 

上野
う え の

 智子
と も こ

 
ＮＰＯ法人田主丸 

カル・スポクラブ 上野
う え の

 智子
と も こ

 
ＮＰＯ法人田主丸 

カル・スポクラブ 

(2) 社 会 教

育の関係者 緒方
お が た

 浩一
こういち

 

田主丸地域校区ま

ちづくり振興会連

絡会議 

※髙
たか

尾
お

 博
ひろ

忠
ただ

 

田主丸地域校区ま

ちづくり振興会連

絡会議 

倉富
くらとみ

 健
けん

一郎
いちろう

 
久留米市 １ ﾌﾞ ﾛ ｯ ｸ

小中ＰＴＡ協議会 
※飯田

い い だ

 隆志
た か し

 
久留米市 １ ﾌﾞ ﾛ ｯ ｸ

小中ＰＴＡ協議会 

小西
こ に し

 裕也
ひ ろ え

 

久留米市スポーツ

推進委員連絡協議

会 
小西
こ に し

 裕也
ひ ろ え

 

久留米市スポーツ

推進委員連絡協議

会 

上村
うえむら

 好
よしみ

 
田主丸体育振興協

会 上村
うえむら

 好
よしみ

 
田主丸体育振興協

会 

北川
きたがわ

 和子
か ず こ

 田主丸町商工会 北川
きたがわ

 和子
か ず こ

 田主丸町商工会 

竹上
たけがみ

 愛子
あ い こ

 
田主丸町地域婦人

会連絡協議会 
竹上
たけがみ

 愛子
あ い こ

 
田主丸町地域婦人

会連絡協議会 

(3) 学 校 教

育の関係者 園
その

木
き

 聖子
せ い こ

 

田主丸事務所管内

小・中学校長連絡

会 

園
その

木
き

 聖子
せ い こ

 

田主丸事務所管内

小・中学校長連絡

会 

(4) 学 識 経

験者 
古賀
こ が

 としかず 久留米市議会 古賀
こ が

 としかず 久留米市議会 

※は新任委員  

 



議案３１－資料４ 

久留米市北野生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表  

 

※は、新任委員  

区 分 
旧 名 簿 新 名 簿（R6.7.1～） 

氏 名 所  属 氏 名 所  属 

(1) セ ン タ

ーの利用

者 

樋口
ひぐち

 恵子
け い こ

 
茶道「香和会」  

着付け「麻の葉会」他  樋口
ひぐち

 恵子
け い こ

 
茶道「香和会」  

着付け「麻の葉会」他  

脇田
わきだ

 篤
あつし

 北野創作太鼓「轍」  脇田
わきだ

 篤
あつし

 北野創作太鼓「轍」  

光
みつ

益
ます

 啓子
けいこ

 

「いきいきニュースポ

ーツ」  

「フレッシュテニス」  
光
みつ

益
ます

 啓子
けいこ

 

「いきいきニュースポ

ーツ」  

「フレッシュテニス」  

稲田
いなだ

 貴美子
き み こ

 
大正琴「マーガレット」 

書道「やまぶき会」 稲田
いなだ

 貴美子
き み こ

 
大正琴「マーガレット」 

書道「やまぶき会」 

(2)社会教育

の関係者 井上
いのうえ

 正明
まさあき

 
金島校区まちづくり振

興会  井上
いのうえ

 正明
まさあき

 
金島校区まちづくり振

興会  

井口
いのくち

 ゆかり  
金島校区まちづくり振

興会  井口
いのくち

 ゆかり  
金島校区まちづくり振

興会  

薙
なぎ

野
の

 敏光
としみつ

 
久留米市北野町文化協

会 薙
なぎ

野
の

 敏光
としみつ

 
久留米市北野町文化協

会 

永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米市北野女性の会 永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米市北野女性の会 

行 徳
ぎょうとく

 ノリ
の り

子
こ

 
北野町老人クラブ連合

会  行 徳
ぎょうとく

 ノリ
の り

子
こ

 
北野町老人クラブ連合

会  

田中
たなか

 栄子
えいこ

 北野中学校父母教師会  ※田中
たなか

 のぞみ  北野中学校父母教師会  

髙山
たかやま

 茜
あかね

 金島小学校父母教師会  ※藤川
ふじかわ

 照
てる

美
み

 金島小学校父母教師会  

(3)学校教育

の関係者 
谷口
たにぐち

 哲也
てつや

 久留米市立北野中学校  ※田中
たなか

 雅
まさ

信
のぶ

 久留米市立北野中学校  

井
い

手
で

 義
よし

隆
たか

 久留米市立北野小学校  ※權
ごん

藤
どう

 昭
あき

雄
お

 久留米市立弓削小学校  

(4) 学 識 経

験者 松岡
まつおか

 保
やす

治
はる

 久留米市議会 松岡
まつおか

 保
やす

治
はる

 久留米市議会 



氏  名 所   属 氏  名 所   属

小野
お の

　里江
さとえ

城島町保育園連盟 小野
お の

　里江
さとえ

城島町保育園連盟

重松
しげまつ

　幸登
ゆきと

久留米南部商工会 重松
しげまつ

　幸登
ゆきと

久留米南部商工会

佐藤
さとう

　愛子
あいこ

福岡大城農業協同組合 佐藤
さとう

　愛子
あいこ

福岡大城農業協同組合

境
さかい

　二三子
ふ み こ

城島文化協会 境
さかい

　二三子
ふ み こ

城島文化協会

執行
しぎょう

　洋子
ようこ

城島文化協会 執行
しぎょう

　洋子
ようこ

城島文化協会

立石
たていし

　光
みつき

記 三潴文化協会 立石
たていし

　光
みつき

記 三潴文化協会

納戸
の と

　圓子
まどか 城島町老人クラブ

連合会 納戸
の と

　圓子
まどか 城島町老人クラブ

連合会

内田
うちだ

　明子
あきこ 久留米市城島町ＰＴＡ連

絡会 内田
うちだ

　明子
あきこ 久留米市城島町ＰＴＡ連

絡会

古賀
こ が

　佳
か

緒
お

里
り

城島小中学校長会 ※國
くに

友
とも

　謙
けん

城島小中学校長会

吉﨑
よしざき

　隆一
りゅういち

城島地域幼稚園 吉﨑
よしざき

　隆一
りゅういち

城島地域幼稚園

池口
いけぐち

　隆
たかし 城島地域校区まちづくり

連絡会議 池口
いけぐち

　隆
たかし 城島地域校区まちづくり

連絡会議

堀田
ほりた

　洸
こう

太朗
たろう

久留米市議会 堀田
ほりた

　洸
こう

太朗
たろう

久留米市議会

※は新任委員

久留米市城島生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表

(1)センター
の利用者

新名簿（R6.7.1～）旧名簿（R5.7.1～）

(2)社会教育
の関係者

区分

(3)学校教育
の関係者

(4)学識経験
者

議案３１－資料５



氏　名 所　属 氏　名 所　属

内田
うちだ

　すなを 三潴文化協会 内田
うちだ

　すなを 三潴文化協会

喜田
き だ

　好
よし

香
か

三潴文化協会 喜田
き だ

　好
よし

香
か

三潴文化協会

平尾
ひらお

　光位
みつのり

三潴町尚寿会 平尾
ひらお

　光位
みつのり

三潴町尚寿会

渡邉
わたなべ

　美也子
み や こ

三潴町レクリエーション協会 渡邉
わたなべ

　美也子
み や こ

三潴町レクリエーション協会

(2)社会教育の
関係者 田中

たなか

　美代子
み よ こ 三潴町小中学校父母教師会連

絡会 ※松尾
まつお

　一
かず

敏
とし 三潴町小中学校父母教師会連

絡会

佐野
さ の

　淳
あつし

久留米市立三潴中学校 ※新谷
しんたに

　祥
よし

生
お

久留米市立三潴中学校

池
いけ

末
すえ

　恵理
え り

子
こ

久留米市立西牟田小学校 池
いけ

末
すえ

　恵理
え り

子
こ

久留米市立西牟田小学校

永田
ながた

　一伸
かずのぶ

久留米市議会 永田
ながた

　一伸
かずのぶ

久留米市議会

田中
たなか

　俊博
としひろ

元久留米市代表監査委員 田中
たなか

　俊博
としひろ

元久留米市代表監査委員

山下
やました

　和代
かずよ

三潴体育振興協会 山下
やました

　和代
かずよ

三潴体育振興協会

立石
たていし

　精
せいじ

二 犬塚校区まちづくり振興会 立石
たていし

　精
せいじ

二 犬塚校区まちづくり振興会

花田
はなだ

　厚子
あつこ

三潴校区まちづくり振興会 花田
はなだ

　厚子
あつこ

三潴校区まちづくり振興会

猿
さる

渡
わたり

　勉
つとむ

西牟田校区まちづくり振興会 猿
さる

渡
わたり

　勉
つとむ

西牟田校区まちづくり振興会

永田
ながた

　邦
くに

香
か 犬塚地区民生委員・児童委員

協議会 永田
ながた

　邦
くに

香
か 西牟田地区民生委員・児童委

員協議会

境
さかい

　二三子
ふ み こ

城島文化協会 境
さかい

　二三子
ふ み こ

城島文化協会

※は新任委員

(5)その他教育
委員会が必要
と認める者

(4)学識経験者

旧名簿 新名簿（R6.7.1～）

久留米市三潴生涯学習センター運営委員会委員新旧対照表

区分

(3)学校教育の
関係者

(1)センターの
利用者

議案３１－資料６



議案３１－資料７ 

○ 久留米市生涯学習センター条例（抜粋） 

平成２６年９月１９日 

久留米市条例第４７号 

（運営委員会の設置） 

第２４条 生涯学習センターの円滑な運営を図るため、久留米市生涯学習センター等複合施設条

例第２６条に掲げる久留米市生涯学習センター運営委員会のほか、次の表の左欄に掲げる生涯

学習センターごとに、同表右欄に掲げる運営委員会を置く。 

生涯学習センター 運営委員会 

久留米市野中生涯学習センター 久留米市野中生涯学習センター運営委員会 

久留米市田主丸生涯学習センター 久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会 

久留米市北野生涯学習センター 久留米市北野生涯学習センター運営委員会 

久留米市城島生涯学習センター 久留米市城島生涯学習センター運営委員会 

久留米市三潴生涯学習センター 久留米市三潴生涯学習センター運営委員会 

２ 前項の表の運営委員会の組織、運営及び所掌事務については、教育委員会が規則で定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案３１－資料８ 

○ 久留米市生涯学習センター運営委員会規則（抜粋） 

平成１３年５月１１日 

久留米市教育委員会規則第３号 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、久留米市生涯学習センター（久留米市生涯学習センター条例第２条第１項の

表に掲げる施設をいい、以下「センター」という。）の円滑な運営を図るため、次に掲げる事

項について審議するものとする。 

(1) センターの運営及び事業の企画実施に関する事項 

(2) センターの利用及び普及に関する事項 

(3) その他特に必要と認める事項 

（定数） 

第３条 委員会の委員の定数は、次のとおりとする。 

委員会 定数 

久留米市生涯学習センター運営委員会 ２０人以内

久留米市野中生涯学習センター運営委員会 １５人以内

久留米市田主丸生涯学習センター運営委員会 １５人以内

久留米市北野生涯学習センター運営委員会 １５人以内

久留米市城島生涯学習センター運営委員会 １５人以内

久留米市三潴生涯学習センター運営委員会 １５人以内

（委員） 

第４条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから久留米市教育委員会（以下「教育委員会」と

いう。）が任命又は委嘱する。 

(1) センターの利用者 

(2) 社会教育の関係者 

(3) 学校教育の関係者 

(4) 学識経験者 

(5) その他教育委員会が必要と認める者 

（委員の任期） 

第５条 委員会の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 



議案３２－１ 

 

第３２号議案 

 

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又は委

嘱の臨時代理について 

 

上記の議案を提出する。 

令和６年８月２８日 

教育長 井  上  謙  介  

 

提案理由 

久 留 米 市 城 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 運 営 委 員 会 委 員 の 辞 任 に 伴 い 、 後 任

の委員を任命し、又は委嘱しようとするものであるが、久留米市教育委

員会教育長に対する事務委任規則（昭和３９年久留米市教育委員会規則

第１２号）第３条の規定に基づき、教育長により臨時に代理したので報

告し、承認を求めるものである。 



議案３２－２ 

 

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又は委

嘱の臨時代理について 

 

久 留 米 市 城 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 運 営 委 員 会 委 員 の 任 命 又 は 委 嘱 に つ

いて、別紙のとおり教育長により臨時に代理したので報告し、承認を求

める。 



議案３２－３

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員の任命又は委

嘱について 

久 留 米 市 城 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 運 営 委 員 会 規 則 （ 平 成 １ ７ 年 久 留 米

市教育委員会規則第３５号）第３条の規定により、下記の者を久留米市

城島ふれあいセンター運営委員会委員に任命し、又は委嘱する。 

記

区 分 氏 名 所 属 任 期

(3)学識経験者 城後
じ ょ う ご

 昌子
ま さ こ

城島小中学校長会 令和 6 年 7 月 1 日

から 

令和 7 年 6 月 30 日

まで 
(4) そ の 他 教 育

委員会が必要と

認める者

藤田
ふ じ た

 希
のぞみ

福岡県立三潴高等学校 





氏  名 所   属 氏  名 所   属

小野
お の

　里江
さとえ

城島町保育園連盟 小野
お の

　里江
さとえ

城島町保育園連盟

江上
えがみ

　慶子
けいこ

グループ野火 江上
えがみ

　慶子
けいこ

グループ野火

原
はら

　嘉
よし

道
みち クラシックギターサー

クル 原
はら

　嘉
よし

道
みち クラシックギターサー

クル

西山
にしやま

　浩一
こういち

天文台ボランティア 西山
にしやま

　浩一
こういち

天文台ボランティア

蒲池
かまち

　稔
みのる

天文台ボランティア 蒲池
かまち

　稔
みのる

天文台ボランティア

波多
は た

　英
ひで

寛
ひろ 熊本大学大学院

先端科学研究部 波多
は た

　英
ひで

寛
ひろ 熊本大学大学院

先端科学研究部

堀田
ほりた

　洸
こう

太朗
たろう

久留米市議会 堀田
ほりた

　洸
こう

太朗
たろう

久留米市議会

國
くに

友
とも

　謙
けん

城島小中学校長会 ※城後
じょうご

　昌子
まさこ

城島小中学校長会

内田
うちだ

　明子
あきこ 久留米市城島町ＰＴＡ

連絡会 内田
うちだ

　明子
あきこ 久留米市城島町ＰＴＡ

連絡会

佐藤
さとう

　愛子
あいこ

福岡大城農業協同組合 佐藤
さとう

　愛子
あいこ

福岡大城農業協同組合

松田
まつだ

　シクエ 久留米南部商工会 松田
まつだ

　シクエ 久留米南部商工会

今村
いまむら

　優子
ゆうこ

福岡県立三潴高等学校 ※藤田
ふじた

　希
のぞみ

福岡県立三潴高等学校

酒井
さかい

　香
かおり 久留米市男女平等推進

センター 酒井
さかい

　香
かおり 久留米市男女平等推進

センター

※は新任委員

(3)学識経験者

(4)その他教育
委員会が必要と
認める者

久留米市城島ふれあいセンター運営委員会委員新旧対照表

旧　名　簿

(1)センターの
利用者

(2)天体に深い
関心と知識を持
つ者

新  名　簿（R6.7.1～）
区分

議案３２－資料１



議案３２－資料２ 

○久留米市城島ふれあいセンター運営委員会規則（抜粋） 

平成 17 年 2 月 4 日 

久留米市教育委員会規則第 35 号 

 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、久留米市城島ふれあいセンター条例(平成 16 年久留米市条例第 112

号。以下「条例」という。)第 13 条第 1 項の規定により置かれた久留米市城島ふれあいセ

ンター運営委員会(以下「委員会」という。)について必要な事項を定めるものとする。 

(所掌事務) 

第 2 条 委員会は、久留米市城島ふれあいセンター(以下「センター」という。)の円滑な

運営を図るため、次に掲げる事項について審議するものとする。 

(1) センターの運営及び事業の企画実施に関する事項 

(2) センターの利用及び利用促進に関する事項 

(3) その他特に必要と認める事項 

(委員) 

第 3 条 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから久留米市教育委員会(以下「教育委員会」

という。)が任命し、又は委嘱する。 

(1) センターの利用者 

(2) 天体に深い関心と知識を持つ者 

(3) 学識経験者 

(4) その他教育委員会が必要と認める者 

 

 

 

○久留米市城島ふれあいセンター条例（抜粋） 

平成 16 年 12 月 28 日 

久留米市条例第 112 号 

(運営委員会) 

第 15 条 センターの円滑な運営を図り、必要な事項を審議するため、センターに久留米市

城島ふれあいセンター運営委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

2 委員会は、委員 20 人以内をもって組織する。 

3 委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員

の任期は、前任者の残任期間とする。 



議案３３－１

第 ３ ３ 号 議 案

久 留 米 市 立 図 書 館 協 議 会 委 員 の 任 命 の 臨 時 代 理 に つ い て

上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日

教 育 長  井  上 謙 介

提 案 理 由

久 留 米 市 立 図 書 館 協 議 会 委 員 の 任 期 が 令 和 ６ 年 ６ 月 ３ ０ 日 を も っ

て 満 了 す る の で 、新 任 委 員 を 任 命 し よ う と す る も の で あ る が 、久 留 米

市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則（ 昭 和 ３ ９ 年 久 留 米 市 教 育

委 員 会 規 則 第 １ ２ 号 ）第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ き 、教 育 長 に よ り 臨 時 に 代

理 し た の で 報 告 し 、 承 認 を 求 め る も の で あ る 。



議案３３－２ 

久 留 米 市 立 図 書 館 協 議 会 委 員 の 任 命 の 臨 時 代 理 に つ い て  

 

久 留 米 市 立 図 書 館 協 議 会 委 員 の 任 命 に つ い て 、別 紙 の と お り 教 育 長

に よ り 臨 時 に 代 理 し た の で 報 告 し 、 承 認 を 求 め る 。  

 

 



議案３３－３ 

久留米市立図書館協議会委員の任命について 

 

 久留米市立図書館協議会条例第２条の規定により、下記の者を久留米市立図書館協議

会委員に任命する。 

 

記  

 

区分 氏    名 所 属 任 期  

学校教育の

関係者 

友野
と も の

 優里
ゆ り

 久留米市私立幼稚園協会 

令 和 6 年 7 月 1 日

か ら  

令 和 8 年 6 月 30 日

ま で  

堺
さかい

 麻由美
ま ゆ み

 久留米市小学校長会 

大鶴
おおつる

 浩子
ひ ろ こ

 久留米市中学校長会 

中島
なかしま

 敦
あつ

雄
お

 筑後地区公立高等学校等校長協会 

社会教育の

関係者 

永松
ながまつ

 千枝
ち え

 久留米男女平等推進ネットワーク 

鳥越
とりごえ

 忠
ただ

廣
ひろ

 久留米市校区まちづくり連絡協議会 

稲
いな

益
ます

  英子
ひ で こ

 久留米市社会教育委員 

家庭教育の

向上に資す

る活動を行

う者 

髙山
たかやま

 きよみ
き よ み

 図書館ボランティア 小さいがらがらどん

（北野図書館） 

富田
と み た

 春美
は る み

 図書館ボランティア たんぽぽ 

（城島図書館） 

菊地
き く ち

 安美
や す み

 音訳ボランティア せせらぎ 

塚本
つかもと

 高士
た か し

 久留米市保育協会 

学識経験の

ある者 

山田
や ま だ

 貴生
た か お

 久留米市議会 

梅野
う め の

 智美
と も み

 九州大谷短期大学 

永
なが

利
とし

  和則
かずのり

 福岡女子短期大学 

玉岡
たまおか

 兼
けん

治
じ

 久留米大学 

山野
や ま の

 孝
たかし

 福岡県立図書館 

 





議案３３－資料１ 

○久留米市立図書館協議会条例（抜粋） 

昭和５７年３月２９日 

久留米市条例第１３号 

（趣旨及び設置） 

第１条 久留米市立図書館の適正な運営を図るため、図書館法（昭和２５年法律第１１８

号）第１４条の規定に基づき、久留米市立図書館協議会（以下「協議会」という。）を

設置する。 

（委員の任命の基準） 

第２条 教育委員会は、協議会の委員を学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上

に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から任命するものとする。 

（委員の定数） 

第３条 協議会の委員（以下「委員」という。）の定数は、２０人以内とする。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 





議案３４－１ 

第 ３ ４ 号 議 案  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 工 事 請 負 契 約 締 結 に 係 る 意

見 の 申 出 の 臨 時 代 理 に つ い て  

 

上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日  

教 育 長  井  上  謙  介  

 

提 案 理 由  

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い て 、地 方 教

育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律（ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 １ ６ ２ 号 ）第

２ ９ 条 の 規 定 に よ り 、市 長 か ら 意 見 を 求 め ら れ た も の で あ る が 、特 に

急 を 要 し 教 育 委 員 会 を 開 催 す る 時 間 的 余 裕 が な い た め 、久 留 米 市 教 育

委 員 会 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、教 育 長 に お

い て 臨 時 に 代 理 し た の で 報 告 し 、 承 認 を 求 め る も の で あ る 。  

  

 



議案３４－２ 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 工 事 請 負 契 約 締 結 に 係 る 意

見 の 申 出 の 臨 時 代 理 に つ い て  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 工 事 請 負 契 約 締 結 に 係 る 意 見 の 申

出 に つ い て 、 別 紙 の と お り 教 育 長 に よ り 臨 時 に 代 理 し た の で 報 告 し 、

承 認 を 求 め る 。  

 



議案３４－３ 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 工 事 等 の 請 負 契 約 締 結 に 係

る 意 見 の 申 出 に つ い て  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い て 、別 紙 の

と お り 市 議 会 に 提 出 す る こ と に 同 意 す る 。  

 



 

議案３４－４ 

第８３号議案 

 

   えーるピア久留米ＺＥＢ化改修工事請負契約締結について 

 

上記の議案を提出する。 

  令和６年８月１日 

    久留米市長 原  口  新  五  

 

提案理由 

えーるピア久留米の空調設備等の老朽化に伴う改修工事施行のため、

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修工事請負契約を締結することについて、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和

３９年久留米市条例第６号）第２条の規定により市議会の議決を求める

ものである。 



 

議案３４－５ 

   えーるピア久留米ＺＥＢ化改修工事請負契約締結について 

 

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修工事について、次のとおり契約を締結

する。 

１  工事の場所 

久留米市諏訪野町 

２  工事の概要 

   建築工事 一式 

(1) 窓ガラスの改修工事 

(2) 電気・機械設備改修に伴う天井改修工事 

３  工期  契約締結の日の翌日から令和７年１０月２０日まで 

４  契約金額 

１億８，９８２万３，７００円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額１，７２５万６，７

００円） 

５  契約の相手方    ｖｂ  ここ 

   久留米市高良内町２８０９番地１ 

株式会社シャルム建築デザイン 

代表取締役 清水 明恵 

 





議案３４－資料１ 

着⼯ 

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修工事等請負契約締結について 

１ 契約の内容 

（１）工事の概要、契約金額及び相手方

空調設備等の老朽化に伴う更新が必要である「えーるピア久留米」の ZEB 化整備を行う。 

ZEB 化を図ることで、地球温暖化対策として温室効果ガスの削減はもとより、国庫補助の活

用やランニングコスト低減など、トータルコストで財政負担削減を図る。 

第３４号議案 第３５号議案 第３６号議案 

工事名 えーるピア久留米 ZEB 化 

改修工事 

えーるピア久留米 ZEB 化 

改修電気設備工事 

えーるピア久留米 ZEB 化 

改修機械設備工事 

工事の 

概要 

・窓ガラス改修(真空ペア

ガラスへ更新)

・電気・機械設備改修に伴

う天井改修

・BEMS 設備導入(エネルギ

ー使用状況を把握し、空

調等を制御)

・LED 照明化（照度センサ

ー、人感センサー制御）

・空調設備更新に伴う動力

設備改修

・空調設備改修(個別分散

型空調システムへ更新)

・換気設備改修(全熱交換

換気システムを全空調

エリアへ導入)

契約金額 189,823,700 円 160,050,000 円 382,800,000 円 

相手方 (株)シャルム建築デザイン 西部電業・筑後電設特定 

建設工事共同企業体 

(株)大氣社 九州支店 

（２）契約方法 全て条件付一般競争入札

（３）工期   契約締結の日の翌日から令和７年１０月２０日まで 

２ 今後のスケジュール 
年 令和６年度 令和７年度 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

改

修 

工 

事 

※工事期間中は、完全休館とせず、バリケードの設置や工事関係者と利用者の動線の分離な

どの安全対策を実施しながら一部休館で対応予定

⼯事完了 改修⼯事（R6〜7年度）

資材調達、現場 
事務所設置など 

公告、⼊札 
仮契約 
→議決後、本契約

準備期間 

教 育 委 員 会 資 料
令 和 ６ 年 ８ ⽉ ２ ８ ⽇
市⺠⽂化部⽣涯学習推進課





議案３５－１ 

第 ３ ５ 号 議 案

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 電 気 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結

に 係 る 意 見 の 申 出 の 臨 時 代 理 に つ い て

上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日

教 育 長  井  上 謙 介

提 案 理 由

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 電 気 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い

て 、地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律（ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 １

６ ２ 号 ）第 ２ ９ 条 の 規 定 に よ り 、市 長 か ら 意 見 を 求 め ら れ た も の で あ

る が 、特 に 急 を 要 し 教 育 委 員 会 を 開 催 す る 時 間 的 余 裕 が な い た め 、久

留 米 市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、

教 育 長 に お い て 臨 時 に 代 理 し た の で 報 告 し 、承 認 を 求 め る も の で あ る 。 



議案３５－２ 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 電 気 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結

に 係 る 意 見 の 申 出 の 臨 時 代 理 に つ い て  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 電 気 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結 に 係 る

意 見 の 申 出 に つ い て 、別 紙 の と お り 教 育 長 に よ り 臨 時 に 代 理 し た の で

報 告 し 、 承 認 を 求 め る 。  

 



議案３５－３ 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 電 気 設 備 工 事 等 の 請 負 契 約

締 結 に 係 る 意 見 の 申 出 に つ い て  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 電 気 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い

て 、 別 紙 の と お り 市 議 会 に 提 出 す る こ と に 同 意 す る 。  

 



 

議案３５－４ 

第８４号議案 

 

   えーるピア久留米ＺＥＢ化改修電気設備工事請負契約締結に

ついて 

 

上記の議案を提出する。  

  令和６年８月１日 

    久留米市長 原  口  新  五  

 

提案理由 

えーるピア久留米の空調設備等の老朽化に伴う改修工事施行のため、

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修電気設備工事請負契約を締結することに

ついて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例（昭和３９年久留米市条例第６号）第２条の規定により市議会の議決

を求めるものである。 



 

議案３５－５ 

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修電気設備工事請負契約締結に 

ついて 

 

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修電気設備工事について、次のとおり契

約を締結する。 

１  工事の場所 

久留米市諏訪野町 

２  工事の概要 

   電気設備工事 一式 

(1) ＢＥＭＳ設備新設 

(2) ＬＥＤ照明化改修 

(3) 動力設備改修 

３  工期  契約締結の日の翌日から令和７年１０月２０日まで 

４  契約金額 

１億６，００５万円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額１，４５５万円） 

５  契約の相手方     ここ  

   久留米市西町１１３９番地１５ 

西部電業・筑後電設特定建設工事共同企業体 

     代表者 

      久留米市西町１１３９番地１５ 

       西部電業株式会社 

        代表取締役 井上 孝  

     構成員 

      久留米市合川町１７７４番地９ 

       株式会社筑後電設 

        代表取締役 木谷 祐一 

 





議案３６－１ 

第 ３ ６ 号 議 案

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 機 械 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結

に 係 る 意 見 の 申 出 の 臨 時 代 理 に つ い て

上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日

教 育 長  井  上 謙 介

提 案 理 由

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 機 械 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い

て 、地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律（ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 １

６ ２ 号 ）第 ２ ９ 条 の 規 定 に よ り 、市 長 か ら 意 見 を 求 め ら れ た も の で あ

る が 、特 に 急 を 要 し 教 育 委 員 会 を 開 催 す る 時 間 的 余 裕 が な い た め 、久

留 米 市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 、

教 育 長 に お い て 臨 時 に 代 理 し た の で 報 告 し 、承 認 を 求 め る も の で あ る 。 



議案３６－２ 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 機 械 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結

に 係 る 意 見 の 申 出 の 臨 時 代 理 に つ い て  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 機 械 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結 に 係 る

意 見 の 申 出 に つ い て 、別 紙 の と お り 教 育 長 に よ り 臨 時 に 代 理 し た の で

報 告 し 、 承 認 を 求 め る 。  

 



議案３６－３ 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 機 械 設 備 工 事 等 の 請 負 契 約

締 結 に 係 る 意 見 の 申 出 に つ い て  

 

え ー る ピ ア 久 留 米 Ｚ Ｅ Ｂ 化 改 修 機 械 設 備 工 事 請 負 契 約 締 結 に つ い

て 、 別 紙 の と お り 市 議 会 に 提 出 す る こ と に 同 意 す る 。  

 



 

議案３６－４ 

第８５号議案 

 

   えーるピア久留米ＺＥＢ化改修機械設備工事請負契約締結に 

ついて 

 

上記の議案を提出する。 

  令和６年８月１日 

   久留米市長 原  口  新  五  

 

提案理由 

えーるピア久留米の空調設備等の老朽化に伴う改修工事施行のため、

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修機械設備工事請負契約を締結することに

ついて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例（昭和３９年久留米市条例第６号）第２条の規定により市議会の議決

を求めるものである。 



 

議案３６－５ 

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修機械設備工事請負契約締結について 

 

えーるピア久留米ＺＥＢ化改修機械設備工事について、次のとおり契

約を締結する。 

１  工事の場所 

久留米市諏訪野町 

２  工事の概要 

機械設備工事 一式 

(1) 空調設備改修 

(2) 換気設備改修 

３  工期  契約締結の日の翌日から令和７年１０月２０日まで 

４  契約金額 

３億８，２８０万円 

（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額３，４８０万円） 

５  契約の相手方 

   福岡市博多区博多駅南一丁目４番１８号博多シティアークビル４

Ｆ 

    株式会社大氣社九州支店 

     執行役員支店長 余頃 弘一 
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R6.7.13からR6.8.13受付分まで
※区分の★は新規に申請があったもの

№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

1 令和6年9月1日(日)～令和7年1月17日(金)
第5回協会けんぽ
健康かべ新聞コンクール

全国健康保険協会
福岡支部

福岡県内 後援 学校教育課

2 令和6年8月18日（日）13:00～
防災及び不登校関連の情報提供
のイベント

ゆるっぽ くるめウス 後援 学校教育課

3 令和6年8月21日（水）9:30～15:30
令和6年度障がい者就職準備講
座

福岡県　就業支援課

久留米リサーチ・パーク
1階展示場
2階研修室
4階訓練室

後援 学校教育課

4 令和6年11月1日（金）13:10～16:50

令和6年度第66回福岡県小学校
国語教育研究大会
第74回筑後地区小学校国語教
育研究大会
久留米市小学校教育研究会国
語部会実践交流会

久留米市小学校教育研究会
国語部会

久留米市立南小学校 後援★ 学校教育課

5 令和6年10月27日（日）10:30～14:30
高等学校ビブリオバトル
福岡県大会

よかたい図書館共同事業体 福岡市総合図書館 後援 学校教育課

6
令和6年9月14日（土）～
12月31日（火）10:00～18:00

ヒューマンアカデミーこどもプログ
ラミング無料体験会

ヒューマンアカデミー株式会
社

①久留米市諏訪野町2162
錦芳ビル2階
②久留米市上津町1918-5
③久留米市安武町武本
3301フソーシステム内
④久留米市六ツ門町8-1久
留米シティプラザ

後援 学校教育課

7 令和6年11月17日（日）10:00～13:30 おくすり健康フェアinくるめ2024
一般社団法人
久留米三井薬剤師会

久留米シティプラザ5階
大会議室

後援 学校教育課

8 令和6年7月1日（月）～8月31（土）
日本動物園水族館協会福岡県
地区会第49回児童および幼児動
物画コンクール

公益財団法人
久留米市都市公園管理セン
ター

到津の森公園、
福岡市動物園、
マリンワールド海の中道、
大牟田市動物園、
久留米市鳥類センター

後援 学校教育課

9 令和6年9月15日（日）10:00～12:30
知ろう、語ろう、不登校～高校進
学うちの子の場合　保護者座談
会～

ダンデライオン不登校ひきこ
もりを考える親の会

野中町生涯学習センター 後援 学校教育課

10 令和6年9月16日（月・祝）9：00～15：00 第二十一回高良山剣道大会 高良山剣道大会実行委員会
久留米アリーナ
板張り武道場

後援 体育スポーツ課

11 令和6年9月7日（土）・8日（日）
麦のいしばし第41回福岡県バ
レーボール小学生大会

福岡県小学生バレーボール
連盟

久留米アリーナ、
筑後広域公園体育館　他

後援 体育スポーツ課

12 令和6年9月23日（月・祝）11：00～12：00
心身のスキル向上テニピン体験
教室

株式会社イトマンスポーツス
クール

イトマンテニススクール久
留米

後援★ 体育スポーツ課

13
令和6年10月6日（日）
13：00～14：00
14：30～15：30

チャレトレ体験会
株式会社イトマンスポーツス
クール

イトマンスポーツスクール
久留米校・久留米東校

後援★ 体育スポーツ課

14 令和6年8月26日（月） バスケットボールスクールルーツ バスケットボールスクールルー

金丸小学校、
南小学校、
上津小学校、
犬塚小学校

後援★ 体育スポーツ課

教育委員会後援事業等に関する報告
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№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

15
令和7年2月19日（水）～3月2日（日）
 10：00～17：00

吉田勇輔油彩画500点・展
吉田勇輔油彩画500点・展実
行委員会

久留米市美術館　１F 後援★ 生涯学習推進課

16 令和6年9月23日（月・祝） 14：00～15：00
石橋文化センター　ミュージアム
コンサートfor kids

公益財団法人
久留米文化振興会

石橋文化ホール 後援 生涯学習推進課

17 令和6年12月28日（土） 15：00～17：00 久留米第九2024 久留米第九を歌う会
久留米シティプラザ
ザ・グランドホール

後援★ 生涯学習推進課

18 令和6年11月3日（日） 9：45～15：00 第23回　ポレポレ祭り ポレポレ祭り実行委員会

社会福祉法人拓く　出会い
の場ポレポレ
（久留米市安武町武島
468-2）

後援 生涯学習推進課

19
令和6年12月28日（土）
14：00～・18：00～（2回公演）

第28回公演　「ウラシマ！」 劇団リトルウィング
おりなす八女
はちひめホール

後援 生涯学習推進課

20
令和6年12月26日（木）～
令和7年1月5日（日）　合計3回

2024年　冬「能古島自然教室」＆
「九重山自然教室」

能古島青少年育成協会
福岡県福岡市西区能古島
および、大分県玖珠郡九
重町

後援 生涯学習推進課

21 令和6年11月24日（日） 14：00～15：30
ムジカ耳納 ファミリーコンサート
Vol.2　フランスへ行こう

音楽家集団「ムジカ耳納」
えーるピア久留米
視聴覚ホール

後援 生涯学習推進課

22 令和6年10月5日（土）14：00～17：30
第8回折り紙ヒコーキ福岡県大会
予選会

公益社団法人
福岡県青少年育成県民会議

久留米総合スポーツセン
ター
メインアリーナ

後援 生涯学習推進課

23 令和6年11月24日（日） 9：30～17：00 第31回賢順記念全国箏曲祭
一般社団法人
賢順記念全国箏曲祭振興会

久留米シティプラザ
久留米座

後援 生涯学習推進課

24 令和6年10月5日（土） 10：00～12：00
みんなのいばしょ　キラリ☆ひろ
ば　第3回 紙ひこうき大会

社会福祉法人グリーンコー
プ

南薫コミュニティセンター
（久留米市通外町58）

後援 生涯学習推進課

25 令和6年8月3日（土） 14：00～16：00
ピースフルくるめ 第31回平和を
語る夕べ

平和を語る夕べ実行委員会
石橋文化ホール
大ホール

後援 生涯学習推進課

26

令和6年8月3日（土）、4日（日）、10日（土）、
11日（日）、12日（月）、17日（土）、24日（土）、
25日（日）、31日（土）

ハレルーヤ自由研究 NPO法人　くるぶら

御井コミュニティセンター、
大原コミュニティセンター、
筑後市北部交流センター、
御原コミュニティセンター、
みやき町こすもす館、
善導寺コミュニティセン
ター、
久留米大学御井学舎

後援 生涯学習推進課

27 令和6年11月2日（土） 10：00～11：30
おりなすシアター夢みる公立校長
先生

夢叶える大人たちくるめ
えーるピアくるめ
視聴覚ホール

後援★ 生涯学習推進課

28
令和6年8月31日（土） 14：00～15：30
令和6年8月31日（土） 18：30～20：00
令和6年9月 1日（日） 14：00～15：30

遊技団ごっこ・ばざぁーる　おつま
み企画　GOKKO BOOTH Vol.3

遊技団ごっこ・ばざぁーる
石橋文化会館
２階　小ホール

後援 生涯学習推進課

29 令和6年 8月31日（土） 13：30～16：00
市民シンポジウム「困難を抱える
こどもに共通する心の状態を考
える」

特定非営利活動法人舞台
アート工房・劇列車

久留米市市民活動サポー
トセンター　みんくる　会議
室

後援 生涯学習推進課

30

アンサンブルフェスティバル：
令和6年9月8日（日）
吹奏楽祭：令和6年9月15日（日）
合 唱 祭：令和6年9月16日（月祝）
いずれも10:00開演

くるめ音楽祭2024
公益財団法人
久留米文化振興会

石橋文化ホール
（久留米市野中町1015石
橋文化センター内）

後援 生涯学習推進課

31
令和6年11月2日（土）、3日（日）
10：00～17：00

九州　RAINBOW 　PRIDE 2024
九州レインボープライド実行
委員会

冷泉公園（福岡市博多区）
/九州レインボープライド公
式ホームページ

後援 生涯学習推進課
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№ 日時 事業名 主催者名 場所 区分 担当課

32

①令和6年 9月 8日（日）
②令和6年 8月27日（火）～9月8日（日）
③令和6年 9月22日（日）
④令和6年 9月28日（土）～30日（月）
⑤令和6年10月1日（火）～ 8日（火）
⑥令和6年11月1日（金）～14日（木）
⑦令和6年11月30日（土）
⑧令和6年11月30日（土）
⑨令和6年12月25日（水）

久留米工業大学　公開講座 久留米工業大学

①久留米工業大学100号
館5階 151教室
②オンデマンド
③久留米工業大学ものづく
りセンター
④オンデマンド
⑤オンデマンド
⑥オンデマンド
⑦久留米工業大学100号
館5階 151教室
⑧久留米工業大学100号
館4階 143教室
⑨久留米工業大学3号館3
階 331教室

後援 生涯学習推進課

33
令和7年1月27日（月）～2月2日（日）
表彰式：2月2日（日）

第23回ジュニア青木繁展 久留米連合文化会
えーるピア久留米
2F市民ギャラリー

後援 生涯学習推進課

34
令和6年12月6日（金）～
12月8日（日）
 9：30～16：30（最終日は16：00まで）

第33回日本盆栽青樹展 日本盆栽青樹展組織委員会 久留米リサーチパーク 後援 生涯学習推進課

35
令和6年10月25日（金）～
10月28日（月）
10：00～17：00（26日は16；00まで）

久留米連合文化会　会員華道展 久留米連合文化会
久留米ビージェイガーデン
岩田屋7・8階エレベーター
前

後援 生涯学習推進課

36 令和6年9月17日（火）17:15～19:15
第５回「ヒナモロコチャリティーコ
ンサート」「巨峰ぶどう聖地のワイ
ナリーで、お月見と音楽会」

山苞の会
巨峰ワイナリー内
レストラン　ホイリゲ

後援★ 田主丸事務所
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点
の
各
小
学
校
の
児
童
数
及
び
未
就
学
児
（
０
～
５
歳
）
の
人
口
を
も
と
に
、
向
こ
う
６
年
間
（
令
和
７
～
１
２
年
度
）

の
推

計
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
 

②
算

出
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
５
年
間
（
令
和
２
～
６
年
度
）
に
お
け
る
学
年
が
上
が
っ
た
時
点
の
平
均
増
減
率
を
乗
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
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(
2
)

学
級

数

①
児
童
数
推
計
を
も
と
に
、
通
常

学
級
を
対
象
と
し
て
算
定
し
、
特
別
支
援
学
級
は
含
み
ま
せ
ん
。

②
国
に
よ
る
３
５
人
学
級
へ
の
段

階
的
な
移
行
（
令
和
６
年
度
１
～
５
年
生
、
令
和
７
年
度
以
降
は
全
学
年
）
を
踏
ま
え
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

③
複
式
学
級
は
、
２
つ
の
異
な
る

学
年
を
担
任
１
人
が
受
け
持
ち
、
１
つ
の
教
室
で
１
コ
マ
の
授
業
を
同
時
に
行
い
ま
す
。
法
律
（
※
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
隣
り
あ
う
２
つ
の
学
年

の
児
童
数
合
計
が
１
６
人
以
下
（
１
年
生
と
２
年
生
の
場
合
は
８
人
以
下
）
の
場
合
に
編
制
し
ま
す
。
 

（
※
）
「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の

学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
」
 

(
3
)

学
校

施
設

の
状

況

学
校
に
複
数
の
建
物
が
あ
る
中
で

、
最
も
古
い
校
舎
の
築
年
数
（
令
和
６
年
度
末
時
点
）
を
表
示
し
ま
す
。

(
4
)

小
学

校
の

学
校

規
模

（
通

常
学

級
）

過
大
規
模
校
 
３
１
学
級
以
上
 

大
規
模
校
 
 
３
０
～
１
９
学
級

 

標
準
規
模
校
 
１
８
～
１
２
学
級

 

小
規
模
校
 
 
１
１
～
 
６
学
級

 

過
小
規
模
校
 
５
学
級
以
下
（
複

式
学
級
を
編
制
し
ま
す
）
 

５
 

具
体

的
な

公
表

内
容

 

別
冊
資
料
の
と
お
り
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令
和

1
2
年

度
の

児
童

数
・
学

級
数

の
推

計

1
1
校

草
野

5
9

R
9
～

1
0

江
上

5
9

R
8
～

1
1

金
島

6
2

大
橋

6
4

R
7
～

1
0

船
越

6
5

６
校

川
会

6
6

5
校

鳥
飼

4
7
1

弓
削

8
7

西
牟

田

2
6
3

津
福

4
8
5

水
分

9
9

安
武

2
9
3

金
丸

4
9
4

竹
野

1
0
4

２
校

２
校

２
校

山
川

2
9
4

２
校

２
校

２
校

２
校

日
吉

5
0
2

1
校

1
校

山
本

1
1
5

水
縄

1
6
0

田
主

丸

1
7
6

城
島

2
1
0

1
校

宮
ノ

陣

3
2
6

犬
塚

3
5
5

南
薫

3
8
9

篠
山

4
0
5

高
良

内

4
3
6

合
川

5
0
7

１
校

１
校

１
校

１
校

青
木

4
6

R
7

以
降

柴
刈

5
5

R
1
0

以
降

荘
島

1
2
7

小
森

野

1
7
2

大
城

1
9
5

京
町

2
2
1

長
門

石

2
1
9

大
善

寺

3
6
2

北
野

3
7
4

御
井

4
2
0

善
導

寺

4
3
8

三
潴

4
4
6

東
国

分

5
2
3

上
津

5
7
1

荒
木

6
8
7

西
国

分

7
7
6

南 8
9
7

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

過
大

規
模

（
0
校

）
過

小
規

模
（
2
校

）
複

式
学

級
小

規
模

（
1
8
校

）
標

準
規

模
（
1
9
校

）
大

規
模

（
4
校

)

Ⅱ
 

今
後

の
小

学
校

統
合

の
検

討
対

象
校

と
検

討
対

象
エ

リ
ア

 

１
 

令
和

１
２

年
度

の
児

童
数

・
学

級
数

の
推

計
 

令
和
６
年

度
の
過
小
規
模
校
・
小
規
模
校
は
１
６
校
で
す
が
、
令
和
１
２
年
度
に
は
４
校
増
え
て
２
０
校
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
う
ち
、
複
式
学

級
が
編
制
さ

れ
る
過
小
規
模
校
は
２
校
、
小
規
模
校
の
う
ち
１
学
年
１
学
級
の
学
校
は
１
１
校
に
な
る
見
込
み
で
す
。
 

 
複
式
学

級
は
、
青
木
小
の
編
制
時
期
が
早
ま
り
、
江
上
小
が
新
た
に
編
制
の
見
込
み
と
な
っ
た
ほ
か
、
船
越
小
は
編
制
の
見
込
み
が
解
消
す
る
推
計
等

と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
安
武
小
は
標
準
規
模
校
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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留
意

事
項
）
 

①
学

校
名

の
下

段
の

数
字

は
、

通
常

学
級

に
在
籍
す
る
児
童
数
の
推
計
で
す
。
学
級
数
ご
と
の
同
一
列
内
で
は
、
上

段
に

あ
る

学
校

ほ
ど

児
童

数
が

少
な

く
な

り
ま

す
。

②
朱

書
き

の
年

度
は

、
複

式
学

級
の

編
制

が
見
込
ま
れ
る
年
度
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

２
 

令
和

１
２

年
度

の
推

計
結

果
に

基
づ

く
小

学
校

統
合

の
検

討
対

象
校
 

小
規
模
化
対
応
針
に
基
づ
き
「
小
規
模
化
の
状
況
」
「
老
朽
化
の
状
況
」
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
小
学
校
統
合
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
検
討
対
象
校
は
、

過
小
規
模
校
２
校
と
小
規
模
校
１
８
校
の
計
２
０
校
（
安
武
小
は
標
準
規
模
校
の
見
込
み
で
対
象
外
）
で
す
。
 

R
1
2

年
度

末
 

朱
書

き
 複

式
編

制
 

築
Ａ

 
S
45

以
前

 
築

60
年

以
上

 

築
Ｂ

 
S
4
6
～

S
5
5 

築
5
0
～

59
年

 

築
Ｃ

 
S
5
6
～

H
2 

築
4
0
～

49
年

 

築
Ｄ

 
H

3
～

H
1
2
 

築
3
0
～

39
年

 

築
Ｅ

 
H

1
3
～

H
22

 
築

2
0
～

29
年

 

築
Ｆ

 
H

2
3
～

R
2 

築
19

年
以

下
 

過
大

規
模

校
 

（
3
1

学
級

以
上

）
 

大
規

模
校

 

（
19

～
30

学
級

） 

南
（
6
1

年
）
 

西
国

分
（
6
3

年
）
 

荒
木

（
6
3

年
）
 

上
津

（
6
2

年
）
 

標
準

規
模

校
 

（
12

～
18

学
級

） 

東
国

分
（
6
5

年
）
 

合
川

（
6
3

年
）
 

金
丸

（
6
9

年
）
 

 
三

潴
（
6
0

年
）
 

高
良

内
（
6
2

年
）
 

 御
井

（
6
2

年
）
 

南
薫

（
6
5

年
）
 

 
西

牟
田

（
6
1

年
) 

山
川

（
6
3

年
）
 

 
安

武
（
7
1

年
）
 

津
福

（
5
3

年
）
 

 善
導

寺
（
5
2

年
）
 

犬
塚

（
5
9

年
）
 

 
大

善
寺

（
5
4

年
）
 

宮
ノ

陣
（
5
5

年
） 

鳥
飼

（
3
0

年
）
 

北
野

（
2
8

年
）
 

日
吉

（
1
4

年
）
 

篠
山

（
1
3

年
）
 

小 規 模 校 

7
～

1
1

学
級

 
大

城
（
6
3

年
）
 

小
森

野
（
6
3

年
）
 

長
門

石
（
5
3

年
）
 

 
城

島
（
5
9

年
）
 

田
主

丸
（
5
7

年
）
 

 

水
縄

（
4
6

年
）
 

京
町

（
1
2

年
）
 

6
学

級
 

荘
島

（
7
7

年
）
 

竹
野

（
6
4

年
）
 

金
島

（
6
2

年
）
 

江
上

（
6
0

年
）
 R

8
～

1
1
 

山
本

（
5
8

年
）
 

弓
削

（
5
3

年
）
 

川
会

（
5
4

年
）
 

船
越

（
5
2

年
）
 

大
橋

（
5
0

年
）
 R

7
～

1
0
 

草
野

（
5
5

年
）
 R

9
～

1
0
 

水
分

（
4
7

年
）
 

過
小

規
模

校
 

（
1
～

5
学

級
）
 

青
木

（
5
3

年
）
 R

7
～

 
柴

刈
（
2
6

年
）
 

R
1
0
～

 

表
中

の
築

年
数
は

、
令
和

1
2
年
度

時
点
で
 

校
内

に
複

数
あ
る

校
舎
の

う
ち
最

古
の
建

物

の
築

年
数

を
示
し

て
い
ま

す
。

 

統
合

の
検

討
 

対
象

校
2
0
校

 

検
討

対
象

校
＋

老
朽
化
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5

３
 

令
和

１
２

年
度

の
推

計
結

果
に

基
づ

く
小

学
校

統
合

の
検

討
対

象
エ

リ
ア
 

 
小
規
模
化
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
基
本
的
に
「
検
討
対
象
校
の
区
域
」
と
「
検
討
対
象
校
と
進
学
す
る
中
学
校
が
同
じ
小
学
校
の
区
域
」
を
合
わ
せ
て

検
討
対
象
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
そ
の
エ
リ
ア
毎
に
小
学
校
統
合
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
（
安
武
小
を
含
む
筑
邦
西
エ
リ
ア
は
対
象
外
）
 

検
討

対
象

 

エ
リ

ア

検
討

対
象

エ
リ

ア
内

の
小

学
校

 

１
 

ゴ
シ

ッ
ク

は
、

令
和

６
年

度
の

住
民

基
本

台
帳

に
基

づ
い

て
推

計
さ

れ
る

令
和

1
2
年

度
時

点
の

過
小

規
模

校
・

小
規

模
校

（
朱
書

き
は

複
式
学
級

の
編

制
が

見
込

ま
れ

る
学

校
）

 

２
 
(
 
)
は

、
令

和
1
2
年

度
時

点
で

校
内

に
複

数
あ

る
校

舎
の

築
年

数
の

範
囲

 

３
 

小
森

野
小

は
進

学
す

る
中

学
校

が
城

南
中

と
櫛

原
中

で
あ

る
た

め
、

２
つ
の

中
学
校

区
を

１
つ
の

検
討

対
象
エ

リ
ア

と
し
て

設
定
 

江
南
エ

リ
ア
 

荘
島

小
（
築

7
7
年
～
築

2
9
年
）
 

金
丸
小
（
築

6
9
年
～
築

2
7
年
）

 
 
鳥
飼
小
（
築

3
0
年
）
 

津
福
小
（
築

5
3
年
～
築

4
9
年
）
 

城
南
 

櫛
原
 

エ
リ
ア

城
南
 

小
森

野
小

（
築

6
3
年
～
築

2
5
年
）

 
長

門
石

小
（
築

5
3
年
～
築

4
3
年
）
 
京

町
小
（
築

1
2
年
～
築

1
0
年
）
 

日
吉
小
（
築

1
4
年
）

 
 
篠
山
小
（
築

1
3
年
～
築

1
2
年
）
 

櫛
原
 

小
森

野
小

（
築

6
3
年
～
築

2
5
年
）

 
南
薫
小
（
築

6
5
年
～
築

2
4
年
）
 

 
日
吉
小
（
築

1
4
年
）
 

屏
水
エ

リ
ア
 

山
本

小
（
築

5
8
年
～
築

5
2
年
）
 
 

草
野

小
（
築

5
5
年
～
築

5
2
年
）
 

大
橋

小
（
築

5
0
年
～
築

2
2
年
）
 

善
導
寺
小
（
築

5
2
年
～
築

4
4
年
）
 

田
主
丸
エ

リ
ア
 

船
越

小
（
築

5
2
年
～
築

2
9
年
）
 

水
縄

小
（
築

4
6
年
～
築

2
4
年
）
 

田
主

丸
小

（
築

5
7
年
～
築

4
2
年
）
 

竹
野

小
（

築
6
4
年

～
築

4
5
年
）

 
川

会
小
（

築
5
4
年

～
築

2
2
年

）
 

水
分

小
（
築

4
7
年
）
 

柴
刈

小
（
築

2
6
年
）
 

北
野
エ

リ
ア
 

大
城

小
（
築

6
3
年
～
築

3
7
年
）

 
 
金

島
小
（
築

6
2
年
～
築

1
8
年
）
 

 
弓

削
小

（
築

5
3
年
～
築

1
8
年
）
 

北
野
小
（
築

2
8
年
）
 

城
島
エ

リ
ア
 

青
木

小
（
築

5
3
年
～
築

2
3
年
）
 

江
上

小
（
築

6
0
年
～
築

1
6
年
）
 

 
城

島
小

（
築

5
9
年
～
築

3
6
年
）
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Ⅲ
 

今
後

の
小

学
校

統
合

の
検

討
優

先
順

位
 

１
 

複
式

学
級

の
編

制
見

込
み

 

令
和
１
２
年
度
ま
で
に
次
の
５
校
で
複
式
学
級
の
編
制
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

複
式
学
級
編
制
見
込
年
度
 

Ｒ
７
 

Ｒ
８
 

Ｒ
９
 

Ｒ
１
０
 

Ｒ
１
１
 

Ｒ
１
２
 

屏
水
エ
リ
ア
 

大
橋
小
 

草
野
小
 

城
島
エ
リ
ア
 

青
木
小
 

江
上
小
 

田
主
丸
エ
リ
ア
 

柴
刈
小
 

留
意
事
項
）
 

①
エ
リ
ア
別
に
編
成
時
期
の
見

込
み
が
早
い
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

②
網
か
け
の
年
度
は
複
式
学
級

の
編
制
が
見
込
ま
れ
る
年
度
で
あ
り
、
統
合
の
実
施
時
期
等
を
表
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
 

ま
と

め
 

小
規

模
化

の
視

点
 

✧
今

後
、

全
市

的
に

取
り

組
ん

で
行

く
中

で
、

令
和

７
年

度
に

複
式

学
級

の
編

制
が

見
込

ま
れ

る
「

屏
水

エ
リ

ア
の

大
橋

小
学

校
」
「

城
島

エ
リ

ア
の

青
木

小
学

校
」

に
つ

い
て

、
最

優
先

で
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

✧
ま

た
、

令
和

１
０

年
度

か
ら

編
制

が
見

込
ま

れ
る

「
田

主
丸

エ
リ

ア
の

柴
刈

小
学

校
」

に
つ

い
て

、
優

先
し

て
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

老
朽

化
の

視
点

 

✧
今

後
、

全
市

的
に

取
り

組
ん

で
行

く
中

で
、

築
年

数
が

最
も

長
く

、
老

朽
校

舎
等

の
割

合
も

高
い

「
江

南
エ

リ
ア

の
荘

島
小

学
校

」
に

つ
い

て
、

最
優

先
で

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
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令
和

６
年

度
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

の
結

果
に

つ
い

て

実
施
日

令
和
６
年
４
月
１
８
日
(
木
）

対
象

小
学
校
６
年
生
（
国
語
・
算
数
）

中
学
校
３
年
生
（
国
語
・
数
学
）

備
考

児
童
生
徒
質
問
調
査
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答

平
均
正
答
率

小
学
校

中
学
校

国
語

算
数

国
語

数
学

久
留
米
市

A
6
8

6
3

5
5

4
7

全
国

B
6
7
.
7

6
3
.
4

5
8
.
1

5
2
.
5

全
国
と
の
差
（
令
和
６
年
度
）

C
（
A
-
B
）

＋
0
.
3

▲
0
.
4

▲
3
.
1

▲
5
.
5

全
国
と
の
差
（
令
和
５
年
度
）

D
▲
0
.
2

▲
0
.
5

▲
5
.
8

▲
6
.
0

全
国
と
の
差
の
増
減

E
（
C
-
D
）

＋
0
.
5

＋
0
.
1

＋
2
.
7

＋
0
.
5

【
参
考
】

標
準

化
得
点

（
全

国
を

1
0
0
と
し

た
場
合

の
市

ポ
イ
ン

ト
）

1
0
0
.
0

9
9
.
0

9
4
.
3

9
0
.
5

✧
標
準
化
得
点
は
、
久
留
米
市
の
平
均
正
答
数
／
全
国
の
平
均
正
答
数
×
1
0
0
で
算
定
し
ま
す
。

①
小
学
校
は
、
国
語
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
算
数
は
、
全
国
平
均
に
も
う
一
歩
で
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
全
国
と
の
差
を
縮
め
ま
し
た
。

②
中
学
校
は
、
国
語
・
数
学
と
も
に
全
国
平
均
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
度
と
比
べ
て
、
国
語
は
2
.
7
ポ
イ
ン
ト
、
数
学
は
0
.
5
ポ
イ
ン
ト

全
国
と
の
差
を
縮
め
ま
し
た
。

１
調
査
概

要

２
学
力
調

査
の
概
要

教
育

委
員

会
資

料
令

和
６

年
８

月
２

８
日

教
育

部
学

校
教

育
課
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・
令
和
２
年
度
は
、
感
染
症
の
影
響
で
学
力
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

３
全
国
と
の
差
の
推
移
（
国
語
／
算
数
・
数
学
）

R
1

R
3

R
4

R
5

R
6

国
語

0
.2

▲
0
.7

▲
1
.6

▲
0
.2

0
.3

▲
4
.0

▲
3
.0

▲
2
.0

▲
1
.00
.0

1
.0

小
学

校
（
国

語
）

R
1

R
3

R
4

R
5

R
6

算
数

▲
1
.6

▲
1
.2

▲
1
.2

▲
0
.5

▲
0
.4

▲
4
.0

▲
3
.0

▲
2
.0

▲
1
.00
.0

1
.0

小
学

校
（
算

数
）

R
1

R
3

R
4

R
5

R
6

国
語

▲
2
.8

▲
2
.6

▲
2
.0

▲
5
.8

▲
3
.1

▲
6
.0

▲
5
.0

▲
4
.0

▲
3
.0

▲
2
.0

▲
1
.00
.0

1
.0

中
学

校
（
国

語
）

R
1

R
3

R
4

R
5

R
6

数
学

▲
3
.8

▲
2
.2

▲
4
.4

▲
6
.0

▲
5
.5

▲
6
.0

▲
5
.0

▲
4
.0

▲
3
.0

▲
2
.0

▲
1
.00
.0

1
.0

中
学

校
（
数

学
）
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国
語

（
計

1
4
問

）

算
数

（
計

1
6
問

）

４
－
１

正
答
数
別
の
分
布
割
合
（
小
学
校
）

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

久
留
米
市

0
.
1

0
.
6

1
.
1

2
.
1

2
.
4

4
.
4

5
.
9

7
.
9

9
.
6

1
0
.
9

1
1
.
8

1
3
.
2

1
2
.
6

1
1
.
0

6
.
4

全
国

0
.6

0
.7

1
.3

2
.1

3
4
.2

5
.6

7
.1

8
.9

1
0.
7

1
2.
4

1
3.
4

1
3.
2

1
0.
9

5
.9

03691
2

1
5

1
8

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

久
留
米
市

全
国

低
位

層
（

0
～
4
問
正

答
）
の
割

合
は
全

国
よ

り
少

な
く

、
上
位

層
（

1
3
問
以

上
正

答
）
の

割
合

は
全

国
よ

り
多

く
な

っ
て

い
ま
す

。

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

久
留
米
市

0
.
2

1
.
1

1
.
9

2
.
8

3
.
8

4
.
5

5
.
1

7
.
1

7
.
2

7
.
6

8
.
9

1
0

9
9
.
7

8
.
7

7
.
9

4
.
4

全
国

0
.
6

1
.
2

2
2
.
9

3
.
7

4
.
5

5
.
2

5
.
8

6
.
6

7
.
3

8
8
.
8

9
.
6

1
0
.
2

1
0
.
3

8
.
7

4
.
5

03691
2

1
5

1
8

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

久
留
米
市

全
国

低
位

層
（

0
～
3
問
正

答
）
の
割

合
は
全

国
よ

り
少

な
く

な
っ
て

い
ま

す
。
上

位
層

（
1
2
問

以
上

正
答
）

の
割

合
も
全

国
よ

り
少
な

く
な

っ
て
い

ま
す

。
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国
語

（
計

1
5
問

）

数
学

（
計

1
6
問

）

４
－
２

正
答
数
別
の
分
布
割
合
（
中
学
校
）

正
答

数
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

久
留
米
市

0
.
5

1
.
6

2
.
1

4
.
8

6
.
9

7
.
3

8
.
2

9
.
8

1
0
.
5

1
0
.
2

9
.
4

1
0
.
5

6
.
9

6
.
5

3
.
7

1
.
3

全
国

0
.5

1
.2

2
.3

3
.6

5
6
.3

7
.6

8
.9

9
.9

1
0.
5

1
0.
7

1
0.
2

9
.2

7
.3

4
.8

2

03691
2

1
5

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

久
留
米
市

全
国

低
・
中
位

層
（

0
～

8
問

正
答

）
の
割

合
は

、
全
国

よ
り

多
く

な
っ

て
い

ま
す
。

上
位

層
（

1
2
問

以
上

正
答

）
の

割
合

は
、

全
国

よ
り
少

な
く

な
っ
て

い
ま

す
。

正
答
数

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

久
留
米
市

2
.
4

4
.
5

6
.
4

6
.
9

8
.
1

7
.
1

8
.
2

7
.
1

7
.
0

7
.
5

6
.
8

6
.
4

7
.
1

5
.
2

5
.
3

2
.
9

1
.
1

全
国

1
.
5

3
.
0

4
.
2

5
.
3

6
.
3

7
.
2

7
.
9

8
.
1

7
.
7

7
.
4

7
.
2

7
.
0

6
.
9

6
.
8

6
.
2

4
.
9

2
.
5

03691
2

1
5

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

久
留
米
市

全
国

低
位

層
（

0
～
5
問
正

答
）
の
割

合
は
、

全
国

よ
り

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
上
位

層
（

1
3
問
以

上
正

答
）

の
割

合
は

、
全
国

よ
り

少
な
く

な
っ

て
い
ま

す
。
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①
国
語
の

授
業
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る

５
児
童
生
徒
へ
の
質
問
に
関
す
る
主
な

調
査
結
果

中

②
算
数
・

数
学
の
授
業
の
内
容
が
よ
く
わ
か
る

小 ✧
肯
定
的
な
回
答
の
割
合
は
、
小
学
校
国
語
・
中
学
校
国
語
で
全
国
を
下
回
り
、
小
学
校
算
数
・
中
学
校
数
学
で
全
国
を
上
回
り
ま
し
た
。

小

中
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③
学
校
に

行
く
の
は
楽
し
い
と
思
う

④
平
日
１

日
当
た
り
の
授
業
以
外
の
学
習
時
間
（
学
習
塾
等
を
含
む
）

✧
学
習
時
間
が
１
時
間
以
上
の
割
合
は

、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
中
学
校
は
昨
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

✧
肯
定
的
な

回
答
の
割
合
は
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
小
学
校
は
昨
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

小
中

小
中
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⑤
自
分
に

は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

✧
肯
定
的
な
回
答
の
割
合
は
、
小
中
学
校
と
も
に
全
国
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
両
校
種
と
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

６
今
後
の

取
組
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

①
学
力
の

保
障
と
向
上
の
た
め
に
は
「
知
識
及
び
技
能
」
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
と
い
っ
た
資
質

・
能
力
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
「
く
る
め
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
浸
透
を
さ
ら
に
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
主
体
の
授

業
へ
の
転

換
を
図
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
な
が
ら
協
働
的
な
学
び
を
実
践
し
ま
す
。

②
学
力
低

位
層
の
子
ど
も
の
実
態
把
握
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
個
別
学
習
や
補
充
学
習
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
学
力
を

支
え
る
基
盤
と
な
る
「
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
「
学
習
が
分
か
っ
た
・
で
き
た
と
い
う
達
成
感
」
等
の
非
認
知
能
力
を
育
成

し
て
い
く

た
め
に
、
仲
間
づ
く
り
の
視
点
を
大
切
に
し
た
活
動
や
お
互
い
に
高
め
合
う
活
動
の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
楽
し
い
学
校
を

め
ざ
し
ま

す
。

④
風
通
し

の
よ
い
学
校
経
営
を
行
っ
た
り
、
教
員
間
の
同
僚
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

小
中
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報告４－１ 

令和５年度小・中学校英語教育充実事業の取組について

１ 事業の目的 

 英語の技能別に見出した課題をもとに授業改善を図り、中学生の英語運用能力を育成

する。 

２ 事業の概要 

（１）小・中学校英語授業改善プロジェクトの実施（令和４・５年度）

ＧＴＥＣの結果を分析し、小・中学校の授業改善のため方策を検討する。

① メンバー

・小学校教員（４名）

・中学校英語科教員（２名）

・学校教育課指導主事

☆アドバイザーとして江頭教育委員

② 実施回数 令和４年度は４回開催（その他、授業研究の実施）

令和５年度は４回開催（その他、授業研究の実施） 

③ 主な取組成果

令和３年度までの結果で明らかになった「話すこと」の課題克服のため、メン

バーによる授業実践を重ね、小・中学校で共通実践できる効果的な指導方法を

研究した。令和５年度には、市内全小・中学校で共通実践できるよう、その具

体的な指導方法について説明する動画を制作し、市内小・中学校へ周知した。 

（２）ＧＴＥＣ受検

令和５年度ＧＴＥＣの概要

① 受検者 市立中学校２年生（現３年生） 欠席者を除いた ２１９７名

② 受検日 令和６年１月１５日～１９日

③ 事業費 １１，６４４，１００円

④ 受検区分 ＧＴＥＣ Ｃｏｒｅ

教育委員会定例会資料 

令和６年８月２８日 

教 育 部 学 校 教 育 課 



報告４－２ 

⑤ 受検結果 ※  は令和４年度との比較。 

技能 
読む 

(Reading) 

聞く 

(Listening) 

書く 

(Writing) 

話す 

(Speaking) 

合計 

(Total) 

スコア上限値 210 210 210 210 840 

R5 

全国中２平均 86.0 98.0 142.0 89.0 416.0 

久留米市平均 74.9 89.7 117.4 88.4 374.8 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.1 A1.2 A1.1 A1.2 

R4 

全国中２平均 84.0 96.0 136.0 88.0 406.0 

久留米市平均 79.0 87.9 125.3 77.3 372.6 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.1 A1.2 Pre-A1 A1.2 

R3 

全国中２平均 82.0 93.0 134.0 87.0 399.0 

久留米市平均 77.7 95.5 117.9 84.5 377.5 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.2 A1.2 A1.1 A1.2 

R2 

全国中２平均 75.0 95.0 113.0 84.0 374.0 

久留米市平均 79.7 84.0 125.2 74.8 366.2 

ＣＥＦＲ－Ｊ A1.1 A1.1 A1.2 Pre-A1 A1.1 

※「ＣＥＦＲ－Ｊ」…日本の英語教育での利用を目的とした英語能力の到達度指標。

（A1.2 以上が英語検定３級程度と想定されている。） ＊別紙資料を参照

※全国平均については、直近３ヵ年の参考値であり、全国の中学２年生が全て受検し

たものではない。

⑥ 結果を踏まえた成果と課題

・「聞く」、「話す」については、令和４年度と比較するとスコアが上昇してい 

る。特に「話す」においては、令和２年度以降最も高いスコアとなり、全国

平均とほぼ変わらないスコアとなった。 

・「読む」「書く」については、令和４年度と比較するとレベルに変化はないが、 

スコアが下降している。「読む」の「短文文脈理解」問題において、昨年度か

ら Pre-A1 の生徒の割合が増えている。単語を覚えるだけではなく、文脈から

適切な語彙を推測する指導も必要である。「書く」については、令和４年度よ

り A1.2 の生徒の割合が増加したが、０点の生徒の割合も増えている。書くた

めの手順等について丁寧に指導する必要がある。

・小・中学校教育研究会外国語部会と課題の共有を図り、互いの指導方法等に

ついて情報共有・協議・共通実践等を行う必要がある。

３ 今後の取組 

令和６年度は、小・中学校英語授業改善プロジェクト提案の指導方法に関する動画 

を広く周知し、小学校の外国語活動及び外国語科、さらに、中学校の外国語科の小中 

７年間を通して、「話すこと」（やり取り）において共通実践を図る。また、小・中学 

校教育研究会外国語部会と連携し、小・中合同の研修会や授業研究等を実施するなど、 

外国語教育における小・中学校の連携を深める。 
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A1.3
A1.2
A1.1
Pre-A1

A2.2

A2.1
520〜
370〜
270〜

810〜
690〜

 

別紙資料  

【各資格・検定試験と CEFR との対照表〔文部科学省（平成３０年３月）〕からの抜粋】 

 
 

CEFR‐J 指標 

【参考】 

第４期教育振興基本計画では、中学校卒業段階で CEFR A1 レベル相当以上を 

達成した中学生の割合 60％を目標とする。（Ｒ５～Ｒ９年度） 





報告５－１ 

学校給食のあり方及び給食費に関する検討状況について 

１ 検討状況 

学校給食のあり方及び給食費についての検討を進めるため、令和６年度第２回久留

米市学校給食運営審議会を次のとおり開催しました。 

(1) 開催日

令和６年８月８日（木）

(2) 審議事項

学校給食のあり方及び給食費について

２ 審議状況 

第２回審議会では、食材費上昇の状況、摂取栄養基準の充足の程度による献立内容

の比較やそれに応じた給食費の額等について、別紙資料により説明し、質疑と意見交

換が行われました。 

審議会では、成長期にある子どもたちに相応しい学校給食を提供していくため「食

品価格の動向や摂取栄養素の面から給食費の改定が必要な状況ではないか」「周辺自治

体の対応はどのようなものか」「家計への配慮も必要ではないか」等の質問や意見が出

されました。 

３ 今後について 

これまでの審議を踏まえ、答申に向けた審議を引き続き行ってまいります。 

教 育 委 員 会 資 料 

令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日 

教 育 部 学 校 保 健 課 
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(1
)

消
費

者
物

価
指

数
(⾷

料
)の

推
移
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10
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0
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0
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0.
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月
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０
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２
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０
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２
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５
月

６
月

消
費
者
物
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数
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⾷
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）

令
和

4年
7⽉

10
4.
0

令
和

6年
6⽉

11
6.
3

１
１
.
８
％

上
昇

令
和
4
年

令
和
5
年

令
和
6
年

〇
消
費
者
物
価
指
数
の
⾷
料
の
指
数
は
、
前
回
の
給
⾷
費
改
定
の
検
討
を
⾏
っ
た

令
和
４
年
７
⽉
時
点
と
⽐
較
し
、
11
.8
％
上
昇
し
て
い
る
。

1
⾷

材
費

上
昇

の
状

況

※
消
費
者
物
価
指
数
と
は

・
消
費
者
物
価
指
数
は
、
全
国
の
世
帯
が
購
⼊
す
る
家
計
に
係
る
財
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
等
を
総
合
し
た
物
価
の
変
動
を
時
系
列
的
に
測
定

す
る
も
の
。
総
務
省
統
計
局
が
毎
⽉
公
表
。

・
基
準
と
な
る
年
の
物
価
を
10
0と

し
て
、
そ
の
時
々
の
物
価
を
⽐
較
計
算
し
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
基
準
年
は
、
20
20
年
(令
和
2年

)。
・
「
⾷
料
」
「
住
居
」
「
光
熱
・
⽔
道
」
「
交
通
・
通
信
」
「
教
育
」
な
ど
10
⼤
費
⽬
の
指
数
や
総
合
指
数
等
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ
学
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⽅
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て
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（
2）

⾷
品

価
格

改
定

動
向

〇
令
和
4年

〜
5年

は
、
⾷
品
価
格
の
記
録
的
な
値
上
げ
が
続
い
た
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〇
令
和
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も
値
上
げ
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続
い
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い
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、
過
去
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よ
り
緩
や
か
な
ペ
ー
ス
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た
だ
し
、
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今
秋
に
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
⾒
通
し
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と
み
ら
れ
て
い
る
。

時
期

概
要

2
0
2
3
年

1
月

（
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年
動
向
）

2
0
2
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年
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和

4
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％
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％
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上
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％

台
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上
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シ
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3
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上
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上
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に
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菜
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給
⾷
に
使
⽤
す
る
た
め
に
実
際
に
購
⼊
し
た
⾷
材
の
価
格
は
、
令
和
4年

度
と

⽐
較
し
て
⼆
桁
以
上
の
割
合
で
値
上
が
り
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
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）
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0
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カ ル シ ウ ム

マ グ ネ シ ウ ム

鉄
ビ タ ミ ン Ａ

ビ タ ミ ン B 1

ビ タ ミ ン B 2

ビ タ ミ ン C

食 物 繊 維

亜 鉛

栄
養
摂
取
基
準

充
⾜
率
（
⼩
学
校
）

〇
⾷
材
価
格
⾼
騰
に
伴
う
使
⽤
⾷
材
変
更
の
影
響
も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
鉄
な
ど
摂
取
栄
養
基
準
を
充
⾜
で
き
て
い
な
い
栄
養
素
が
⼀
部
あ
る
。

(%
)

(%
)

Ⅰ
学

校
給

⾷
の

あ
り

⽅
に

つ
い

て
2

摂
取

栄
養

基
準

充
⾜

状
況

（
令

和
5年

度
平

均
）

※
「
学

校
給

食
摂

取
基

準
」
は

、
文

部
科

学
省

が
「
日

本
人

の
食

事
摂

取
基

準
（
2
0
2
0
年

版
）
」
を

参
考

に
、

学
校

給
食

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
の

健
康

の
増

進
及

び
食

育
の

推
進

を
図

る
た

め
に

望
ま

し
い

栄
養

量
を

算
出

し
た

も
の

。
※

「
た

ん
ぱ

く
質

」
は

摂
取

エ
ネ

ル
ギ

ー
全

体
の

1
3
%
～

2
0
%
の

範
囲

、
「
脂

質
」
は

2
0
%
～

3
0
%
の

範
囲

が
摂

取
基

準
と

な
っ

て
い

る
。

（
上

の
グ

ラ
フ

で
は

、
そ

の
中

央
値

を
充

足
率

1
0
0
%
と

し
て

作
成

）
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Ⅰ
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給

⾷
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に

つ
い

て
〇
⾷
材
価
格
⾼
騰
へ
の
対
応
の
た
め
献
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を
⼯
夫
し
て
い
る
が
、
似
た
組
合
せ
の
献
⽴

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
確
保
し
や
す
い
煮
込
み
料
理
等
）
の
回
数
が
増
え
る
な
ど
、

魅
⼒
あ
る
献
⽴
の
作
成
に
苦
⼼
し
て
い
る
。

※
令

和
6
年

6
月

の
中

学
校

献
立

。
1
9
回

中
6
回

が
煮

込
み

料
理

と
な

っ
て

い
る

。
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⽤
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⾷
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⽉
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使
⽤
頻
度
増

主
⾷

変
形
・
多
様
化
パ
ン
提
供
可
能

ジ
ャ
ム
毎
回
可

副
⾷

栄
養
価
を
満
た
す
献
⽴
へ
変
更
可

果
物

週
1回

程
度

デ
ザ
ー
ト

⽉
２
回
程
度

出
汁

量
・
種
類
充
実

国
産
・
地
場
産
⾷
品
の
使
⽤
頻
度
増

主
⾷

変
形
・
多
様
化
パ
ン
提
供
回
数
増

ジ
ャ
ム
毎
回
可

副
⾷

価
格
の
⾼
い
献
⽴
の
回
数
増

果
物

週
１
回
程
度

デ
ザ
ー
ト

週
１
回
程
度

出
汁

量
・
種
類
充
実

国
産
・
地
場
産
⾷
品
の
使
⽤
・
種
類
増

⻨
ご
は
ん

⾁
じ
ゃ
が

酢
の
物

納
⾖

⽜
乳

変
わ
り
パ
ン

へ
変
更

ゼ
リ
ー
追
加

⾷
パ
ン

シ
チ
ュ
ー

サ
ラ
ダ

⽜
乳

⾁
増
量

り
ん
ご
追
加

シ
チ
ュ
ー

の
⾁
増
量

サ
ラ
ダ
の

ハ
ム
増
量

ジ
ャ
ム
追

加サ
ラ
ダ
に

変
更
し
て

栄
養
価

ア
ッ
プ

※
令

和
6
年

6
月

時
点

の
食

材
価

格
を

使
用

し
て

試
算

現
在
の
給
⾷
⾷

栄
養
基
準
を
ど
う
に
か
充
⾜

栄
養
基
準
を
充
⾜

栄
養
基
準
を
⼗
分
に
充
⾜

１
⾷
26
0円

（
⽉
4,
60
0円

）
１
⾷
28
2円

（
⽉
5,
00
0円

）
＋
22
円
（
⽉
＋
40
0円

）
1⾷

28
8円

（
⽉
5,
10
0円

）
＋
28
円
（
⽉
＋
50
0円

）
１
⾷
29
3円

（
⽉
5,
20
0円

）
＋
33
円
（
⽉
＋
60
0円

）

３
学

校
給

⾷
の

あ
り

⽅
の

検
討

（
栄

養
基

準
か

ら
の

検
討

）

現
在
の
給
⾷
費

＋
8.
7％

＋
10
.8
％

＋
13
.0
％

報告５－9
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（
２

）
栄

養
基

準
充

⾜
程

度
別

献
⽴

イ
メ

ー
ジ

（
中

学
校

）

Ⅰ
学

校
給

⾷
の

あ
り

⽅
に

つ
い

て

主
⾷

安
価
な
パ
ン
中
⼼

ジ
ャ
ム
類
な
し

副
⾷

安
価
な
⾷
品
へ
の
変
更

安
価
な
献
⽴
中
⼼

果
物

⽉
１
回
程
度

デ
ザ
ー
ト

特
別
な
時
の
み

出
汁

減
量

⼀
部
外
国
産
野
菜
の
活
⽤

主
⾷

変
形
・
多
様
化
パ
ン
提
供
可
能

ジ
ャ
ム
毎
回
可

副
⾷

栄
養
価
を
満
た
す
献
⽴
へ
変
更
可

果
物

⽉
２
回
程
度

デ
ザ
ー
ト

⽉
２
回
程
度

出
汁

基
準
量

国
産
・
地
場
産
⾷
品
の
使
⽤
頻
度
増

主
⾷

変
形
・
多
様
化
パ
ン
提
供
可
能

ジ
ャ
ム
毎
回
可

副
⾷

栄
養
価
を
満
た
す
献
⽴
へ
変
更
可

果
物

週
1回

程
度

デ
ザ
ー
ト

⽉
２
回
程
度

出
汁

量
・
種
類
充
実

国
産
・
地
場
産
⾷
品
の
使
⽤
頻
度
増

主
⾷

変
形
・
多
様
化
パ
ン
提
供
回
数
増

ジ
ャ
ム
毎
回
可

副
⾷

価
格
の
⾼
い
献
⽴
の
回
数
増

果
物

週
１
回
程
度

デ
ザ
ー
ト

週
１
回
程
度

出
汁

量
・
種
類
充
実

国
産
・
地
場
産
⾷
品
の
使
⽤
・
種
類
増

⻨
ご
は
ん

と
り
の
か
ら

揚
げ

ご
ま
和
え

み
そ
汁

⽜
乳

⼿
作
り
ふ
り

か
け
に
変
更

⾷
パ
ン

シ
チ
ュ
ー

サ
ラ
ダ

⽜
乳

⾁
増
量

ふ
り
か
け
追

加 シ
チ
ュ
ー
の

⾁
、
サ
ラ
ダ

の
ハ
ム
増
量

ジ
ャ
ム
追
加

変
わ
り
パ
ン

へ
変
更

ゼ
リ
ー
追
加

シ
チ
ュ
ー

の
⾁
増
量

ヨ
ー
グ
ル
ト

追
加

※
令

和
6
年

6
月

時
点

の
食

材
価

格
を

使
用

し
て

試
算

現
在
の
給
⾷
費

＋
8.
9％

＋
10
.7
％

＋
12
.5
％

１
⾷
31
6円

（
⽉
5,
60
0円

）
１
⾷
34
4円

（
⽉
6,
10
0円

）
＋
28
円
（
⽉
＋
50
0円

）
1⾷

35
0円

（
⽉
6,
20
0円

）
＋
34
円
（
⽉
＋
60
0円

）
１
⾷
35
5円

（
⽉
6,
30
0円

）
＋
39
円
（
⽉
＋
70
0円

）

現
在
の
給
⾷

栄
養
基
準
を
ど
う
に
か
充
⾜

栄
養
基
準
を
充
⾜

栄
養
基
準
を
⼗
分
に
充
⾜

報告５－10
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［
⼩

学
校

］

4,
10

0 
4,
10

0 
4,
10

0 

4,
75

0 
5,
00

0 

50
0 

50
0 

25
0 

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

4,
10

0 
4,
10

0 
4,
10

0 

4,
85

0 
5,
10

0 

50
0 

50
0 

25
0 

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

栄
養
基
準
を
ど
う
に
か
充
⾜

の
場
合

栄
養
基
準
を
充
⾜

の
場
合

栄
養
基
準

ど
う
に
か
充
⾜

充
⾜

⼗
分
に
充
⾜

年
度

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

給
食

費
4,
10
0

4,
60
0

4,
60
0

5,
00
0

5,
00
0

4,
10
0

4,
60
0

4,
60
0

5,
10
0

5,
10
0

4,
10
0

4,
60
0

4,
60
0

5,
20
0

5,
20
0

給
食

費
増

減
+4
00

+5
00

+6
00

支
援
措
置

(
予
定
含
む
)

50
0

50
0

25
0

50
0

50
0

25
0

50
0

50
0

25
0

保
護
者
負
担

4,
10
0

4,
10
0

4,
10
0

4,
75
0

5,
00
0

4,
10
0

4,
10
0

4,
10
0

4,
85
0

5,
10
0

4,
10
0

4,
10
0

4,
10
0

4,
95
0

5,
20
0

保
護
者
負
担

増
減

−
0

0
+6
50

+2
50

−
0

0
+7
50

+2
50

−
0

0
+8
50

+2
50

4,
10

0 
4,
10

0 
4,
10

0 

4,
95

0 
5,
20

0 

50
0 

50
0 

25
0 

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

保
護
者

負
担

⽀
援
措
置

Ⅱ
給

⾷
費

に
つ

い
て

1
給

⾷
費

の
検

討
（

栄
養

基
準

か
ら

の
検

討
）

栄
養
基
準
を
⼗
分
に
充
⾜

の
場
合

給
⾷
費

+4
00
円

給
⾷
費

+5
00
円

給
⾷
費

+6
00
円

※
支

援
措

置
は

、
令

和
5
年

4
月

に
給

食
費

を
増

額
改

定
し

た
分

に
つ

い
て

の
支

援
の

額
（
令

和
6
年

度
予

算
時

点
）

報告５－11



4,
60

0 
4,
60

0 
4,
60

0 

5,
80

0 
6,
30

0 

1,
00

0 
1,
00

0 

50
0 

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

4,
60

0 
4,
60

0 
4,
60

0 

5,
70

0 
6,
20

0 

1,
00

0 
1,
00

0 

50
0 

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

4,
60

0 
4,
60

0 
4,
60

0 

5,
60

0 
6,
10

0 

1,
00

0 
1,
00

0 

50
0 

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

11

栄
養
基
準
を
ど
う
に
か
充
⾜

の
場
合

栄
養
基
準
を
充
⾜

の
場
合

栄
養
基
準
を
⼗
分
に
充
⾜

の
場
合

保
護
者

負
担

⽀
援
措
置

Ⅱ
給

⾷
費

に
つ

い
て

［
中

学
校

］

栄
養
基
準

ど
う
に
か
充
⾜

充
⾜

⼗
分
に
充
⾜

年
度

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

Ｒ
８

給
食

費
4,
60
0

5,
60
0

5,
60
0

6,
10
0

6,
10
0

4,
60
0

5,
60
0

5,
60
0

6,
20
0

6,
20
0

4,
60
0

5,
60
0

5,
60
0

6,
30
0

6,
30
0

給
食

費
増
減

+5
00

+6
00

+7
00

支
援
措
置

(
予
定
含
む
)

1,
00
0

1,
00
0

50
0

1,
00
0

1,
00
0

50
0

1,
00
0

1,
00
0

50
0

保
護
者
負
担

4,
60
0

4,
60
0

4,
60
0

5,
60
0

6,
10
0

4,
60
0

4,
60
0

4,
60
0

5,
70
0

6,
20
0

4,
60
0

4,
60
0

4,
60
0

5,
80
0

6,
30
0

保
護
者
負
担

増
減

−
0

0
+1
,0
00

+5
00

−
0

0
+1
,1
00

+5
00

−
0

0
+1
,2
00

+5
00

給
⾷
費

+5
00
円

給
⾷
費

+6
00
円

給
⾷
費

+7
00
円

※
支

援
措

置
は

、
令

和
5
年

4
月

に
給

食
費

を
増

額
改

定
し

た
分

に
つ

い
て

の
支

援
の

額
（
令

和
6
年

度
予

算
時

点
）

報告５－12
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(1
)

他
市

の
給

⾷
費

（
⼩

学
校

）

Ⅱ
給

⾷
費

に
つ

い
て

2
他

市
の

状
況

〇
現

在
、

県
内

ほ
と

ん
ど

の
市

が
、

臨
時

交
付

⾦
を

活
⽤

し
た

⽀
援

（
保

護
者

負
担

軽
減

や
⾷

材
購

⼊
⽀

援
）

を
⾏

っ
て

い
る

。
〇

県
内

29
市

の
半

数
以

上
が

、
国

の
動

向
等

を
注

視
し

な
が

ら
、

令
和

7年
度

に
お

け
る

給
⾷

費
改

定
や

⽀
援

を
検

討
し

て
い

る
。

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

飯 塚 市

宮 若 市

う き は 市

嘉 ⿇ 市

宗 像 市

古 賀 市

直 ⽅ 市

み や ま 市

朝 倉 市

⽥ 川 市

中 間 市

久 留 ⽶ 市

柳 川 市

豊 前 市

⼋ ⼥ 市

⼩ 郡 市

⽷ 島 市

福 岡 市

⼤ 川 市

⾏ 橋 市

北 九 州 市

筑 紫 野 市

那 珂 川 市

福 津 市

筑 後 市

春 ⽇ 市

⼤ 野 城 市

太 宰 府 市

⼤ 牟 ⽥ 市

保
護
者
負
担

負
担
軽
減

食
材

購
入

支
援

⾷
材
購
⼊

⽀
援

給
⾷
費

報告５－13
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（
2）

他
市

の
給

⾷
費

（
中

学
校

）

Ⅱ
給

⾷
費

に
つ

い
て

※
春
⽇
市
、
⼤
野
城
市
の
中
学
校
は
、
ミ
ル
ク
給
⾷
と
弁
当
給
⾷
と
の
選
択
制
で
あ
る
た
め
、
対
象
外
。

※
給
⾷
費
の
⽉
額
の
設
定
が
な
い
市
等
に
お
い
て
は
、
1⾷

当
た
り
の
給
⾷
単
価
と
年
間
給
⾷
予
定
回
数

を
も
と
に
算
定
し
て
い
る
。

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

宮 若 市

飯 塚 市

直 ⽅ 市

⽷ 島 市

嘉 ⿇ 市

古 賀 市

朝 倉 市

う き は 市

宗 像 市

⽥ 川 市

み や ま 市

⼋ ⼥ 市

柳 川 市

⼤ 牟 ⽥ 市

豊 前 市

久 留 ⽶ 市

中 間 市

⼩ 郡 市

⼤ 川 市

福 岡 市

⾏ 橋 市

筑 後 市

那 珂 川 市

筑 紫 野 市

福 津 市

北 九 州 市

太 宰 府 市

保
護
者
負
担

負
担
軽
減

食
材

購
入

支
援

⾷
材
購
⼊

⽀
援

給
⾷
費

報告５－14
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0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

宮 若 市

⽥ 川 市

⼋ ⼥ 市

み や ま 市

⽷ 島 市

嘉 ⿇ 市

宗 像 市

朝 倉 市

古 賀 市

う き は 市

柳 川 市

⼤ 牟 ⽥ 市

太 宰 府 市

飯 塚 市

久 留 ⽶ 市

⼩ 郡 市

福 岡 市

筑 後 市

⼤ 川 市

北 九 州 市

⼤ 野 城 市

直 ⽅ 市

⾏ 橋 市

中 間 市

那 珂 川 市

筑 紫 野 市

福 津 市

豊 前 市

春 ⽇ 市

⼩
学
校

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

宮 若 市

⽥ 川 市

⼋ ⼥ 市

⼤ 牟 ⽥ 市

み や ま 市

⽷ 島 市

朝 倉 市

宗 像 市

嘉 ⿇ 市

柳 川 市

久 留 ⽶ 市

太 宰 府 市

古 賀 市

う き は 市

飯 塚 市

直 ⽅ 市

⼩ 郡 市

筑 後 市

⼤ 川 市

福 岡 市

那 珂 川 市

⾏ 橋 市

北 九 州 市

豊 前 市

筑 紫 野 市

福 津 市

中 間 市

中
学
校

Ⅱ
給

⾷
費

に
つ

い
て

（
3）

他
市

の
給

⾷
費

（
保

護
者

が
実

際
に

負
担

し
て

い
る

額
）

※
宮
若
市
、
⽥
川
市
は
、
給
⾷
の
無
償
化
を
実
施
。
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